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※
こ
れ
ら
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
お
け
る

提
案
書
の
一
部
で
あ
り
、
今
後
基
本

設
計
に
よ
っ
て
変
わ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
「
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
」
に
関
す
る
情

報
は
、
随
時
「
広
報
ふ
え
ふ
き
」
や
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
基
本
設
計
業
務
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
結
果
に
つ
い
て
の

講
評
や
提
案
書
の
詳
細
な
ど
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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「
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
」
へ
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

経
営
企
画
課
　
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
建

設
班
　
F
A
P
（
フ
ァ
ッ
プ
）

☎
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5
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0
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多
機
能
ア
リ
ー
ナ
の
基
本
設
計
業
務

を
委
託
す
る
設
計
者
が
決
ま
り
、
2
月

中
旬
に
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
基
本
設
計
業
務
を
委
託
す
る
業
者
の

選
定
は
、
優
れ
た
提
案
を
広
く
求
め
る

た
め
に
、
山
梨
県
内
の
一
級
建
築
士
事

務
所
1
者
を
必
ず
構
成
員
と
す
る
共
同

企
業
体
を
参
加
要
件
と
し
、
一
般
公
募

型
に
よ
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り

募
集
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
13
者
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
1
月
に
一
次
審
査
を
行
い
、
応

募
さ
れ
た
提
案
者
の
中
か
ら
優
れ
た
提

案
を
し
た
5
者
に
し
ぼ
り
、
さ
ら
に
二

次
審
査
に
よ
っ
て
、
設
計
候
補
者
を
選

び
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
設
計
候
補
者
は
、
「
古

市
徹
雄
都
市
建
築
研
究
所
・
ス
タ
ジ
オ
・

ベ
ル
ナ
・
川
口
衞
構
造
設
計
事
務
所
笛

吹
市
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
基
本
設
計
業
務

共
同
企
業
体
」
と
な
り
、
設
計
者
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
基
本
的
な
提
案
を
尊
重
し

な
が
ら
、
発
注
者
お
よ
び
建
設
委
員
会

の
意
見
や
要
望
な
ど
を
伝
え
て
設
計
業

者
と
と
も
に
基
本
設
計
を
つ
く
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
基
本
設
計
は
本
年
10
月
完
成
の
予
定

で
す
。

�　
現
在
、
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
建
設
委
員

会
で
、
施
設
内
容
な
ど
に
つ
い
て
意
見

や
要
望
を
集
約
し
て
検
討
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
多
機
能
ア
リ

ー
ナ
を
ど
の
よ
う
な
施
設
に
つ
く
り
あ

げ
、
ど
の
よ
う
な
活
用
と
運
営
を
行
っ

て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
が
た
い
へ
ん

重
要
で
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
基
本
設
計
に
市
民
の

皆
さ
ん
の
要
望
や
意
見
を
反
映
す
る
た

め
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
設
置
し
ま
す
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
委
員
を
若
干

名
で
す
が
一
般
公
募
し
ま
す
。

　
公
募
要
件
は
18
歳
以
上
の
笛
吹
市
民

で
、
施
設
の
建
設
・
運
営
に
関
心
が
あ

り
、
建
設
的
な
意
見
を
お
持
ち
の
方
な

ら
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。
締
め
切
り

は
3
月
31
日
（
木
）
必
着
、
応
募
者
が
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
方
法

　
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
と
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
に
対

す
る
簡
単
な
意
見
・
要
望
を
任
意
の

用
紙
に
記
入
の
上
、
郵
送
、
持
参
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
郵
送
・
持
参

〒
4
0
6
―
8
5
1
0

山
梨
県
笛
吹
市
石
和
町
市
部
7
7
7

笛
吹
市
役
所
　
経
営
政
策
部

経
営
企
画
課
　
F
A
P
担
当

○
℻
　
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
5

○
E
メ
ー
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平
成
22
年
1
月
か
ら
、
青
年
海
外
協

力
隊
員
と
し
て
、
2
年
間
活
動
し
て
い

た
望
月
智
子
さ
ん
（
八
代
町
）
が
無
事

帰
国
さ
れ
、
報
告
が
届
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
活

動
を
終
え
、
カ
メ
ル
ー
ン
よ
り
帰
国
し

ま
し
た
。
冬
の
寒
さ
に
は
ま
だ
慣
れ
ま

せ
ん
が
、
乾
期
と
雨
期
の
み
で
変
化
の

少
な
い
環
境
か
ら
日
本
に
戻
る
と
、
四

季
の
移
り
変
わ
り
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る

こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
活
動
先
の
エ
デ
ア
技
術
学
校
で
は
、

P
C
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
同
僚

教
師
や
生
徒
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
い

方
を
指
導
し
ま
し
た
。
十
分
に
整
っ
た

教
育
環
境
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

新
し
い
技
術
を
身
に
つ
け
た
い
と
意
欲

的
に
学
ぶ
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
の
日
本
ク
ラ
ブ
で
は
「
上

を
向
い
て
歩
こ
う
」
を
練
習
し
、
学
校

行
事
の
際
に
全
校
生
徒
の
前
で
披
露
し

た
り
、
日
本
か
ら
公
演
に
訪
れ
た
民
謡

グ
ル
ー
プ
と
演
奏
す
る
機
会
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
強
く
記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
「
日

本
は
経
済
大
国
で
技
術
力
が
高
い
国
だ
。

で
も
カ
メ
ル
ー
ン
も
い
い
国
だ
か
ら
、

帰
ら
な
い
で
こ
こ
に
い
た
ら
」
と
、
多

く
の
人
に
言
わ
れ
た
こ
と
で
す
。
物
質

的
に
は
日
本
よ
り
恵
ま
れ
て
い
な
い
面

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
精
神
的

に
心
豊
か
で
、
幸
せ
な
人
た
ち
が
多
い

と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
人
た
ち

に
出
会
い
、
ま
た
日
本
の
良
さ
も
改
め

て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
2
年
間
は
、

と
て
も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
住
宅
は
こ
れ
ま
で
雇
用
促
進
住

宅
と
し
て
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
が
管
理
運
営
し
て
き
ま
し
た

が
、
4
月
よ
り
「
笛
吹
市
八
代
定
住
促

進
住
宅
」
と
し
て
市
が
管
理
運
営
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
市
で
は
今
回
入
居
希

望
者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　
次
の
要
件
等
を
ご
確
認
の
上
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
建
物

○
名
称
　
笛
吹
市
八
代
定
住
促
進
住
宅

○
所
在
地
　
八
代
町
米
倉
1
5
4
2
番

地
5

○
階
数
　
5
階
建
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
無
）

○
構
造
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

○
間
取
り
　
3
D
K
　
約
53
㎡

○
家
賃

　
全
戸
一
律
　
月
額
3
万
6
0
0
0
円

駐
車
場
代
別

1
台
の
み
月
額
　
２
０
０
０
円

▼
募
集
戸
数
　
29
戸

　
（
1
号
棟
　
11
戸
、
2
号
棟
　
18
戸
）

▼
受
付
期
間

　
3
月
７
日
（
月
）
〜
25
日
（
金
）

※
土
・
日
、
祝
祭
日
を
除
く
。

▼
申
込
資
格

　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
が
申

し
込
め
ま
す
。

①
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
者

②
世
帯
を
構
成
し
て
い
る
者
（
単
身
不
可
）

③
市
町
村
県
民
税
等
の
税
金
に
滞
納
が

な
い
者

④
連
帯
保
証
人
が
た
て
ら
れ
る
者

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
者

⑥
収
入
（
所
得
）
が
基
準
（
家
賃
の
3

倍
）
以
上
で
あ
る
者

▼
申
込
書
類

○
笛
吹
市
定
住
促
進
住
宅
入
居
申
込
書

○
世
帯
員
全
員
の
所
得
の
わ
か
る
書
類

（
市
内
在
住
の
方
は
定
型
様
式
と
な

り
ま
す
）

○
住
民
票
謄
本
（
全
部
証
明
）

▼
申
込
書
類
配
布
・
提
出
場
所

　
管
理
総
務
課
（
市
役
所
　
南
館
内
）

▼
抽
選

○
抽
選
日
　
資
格
者
（
世
帯
）
の
方
に

抽
選
日
時
・
場
所
を
お
伝
え
し
ま
す
。

（
4
月
中
旬
予
定
）

○
抽
選
方
法
　
資
格
者
（
世
帯
）
の
方

を
対
象
に
公
開
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
建
設
部

　
管
理
総
務
課
�

総
務
住
宅
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
2

　
市
で
は
、
無
料
耐
震

診
断
や
耐
震
改
修
工
事

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

無
料
耐
震
診
断

▼
対
象
　
次
の
条
件
を

　
す
べ
て
満
た
す
住
宅
で
す
。

①
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
住
宅
（
同
年
6
月
1
日
以
降
に

増
築
を
行
っ
た
場
合
も
可
）

②
木
造
在
来
工
法
で
建
て
ら
れ
た
2
階

建
て
以
下
の
住
宅
（
プ
レ
ハ
ブ
工
法
、

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
な
ど
は
対
象
外
）

③
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
以
外
の
も
の

④
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
床
面
積
の

2
分
の
1
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の

⑤
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
が
所
有
し
、

居
住
し
て
い
る
住
宅
（
複
数
の
住
宅

所
有
者
の
場
合
は
、
主
に
居
住
し
て

い
る
1
棟
が
対
象
で
す
）

▼
募
集
戸
数
　
30
戸

▼
診
断
費
用
　
無
料
（
市
が
全
額
負
担
）

▼
申
込
期
間
　

　
3
月
10
日
（
木
）
〜
4
月
8
日
（
金
）

▼
申
込
方
法
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
ま

た
は
各
支
所
に
備
え
て
い
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

耐
震
改
修
等
補
助
制
度

▼
対
象
住
宅

①
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
し

た
、
2
階
建
て
以
下
の
木
造
在
来
工

法
で
建
築
さ
れ
た
住
宅
で
、
「
山
梨

県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
基
づ
い
て
行
う
耐
震
診
断
（
上
記

の
耐
震
診
断
も
該
当
）
な
ど
で
、
総

合
評
点
が
1
・
0
未
満
と
判
定
さ
れ

た
個
人
住
宅
（
自
己
用
）
な
ど

②
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
方
の
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

▼
対
象
工
事
等

　
耐
震
改
修
は
、
住
宅
の
総
合
評
点

が
1
・
0
以
上
と
な
る
よ
う
に
行
う

耐
震
改
修
工
事
（
耐
震
補
強
に
結
び

つ
か
な
い
工
事
は
除
く
）

　
耐
震
建
替
は
、
今
お
住
ま
い
の
住

宅
を
取
り
壊
し
、
市
内
に
新
築
す
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

　
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
は
、
耐
震
基
準

に
適
合
し
た
も
の
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
補
助
内
容
　
耐
震
改
修
・
耐
震
建
替

に
つ
い
て
は
、
そ
の
工
事
に
要
す
る

費
用
の
3
分
の
2
以
内
か
つ
80
万
円

が
上
限
で
す
。
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
は
、

そ
の
工
事
に
要
す
る
費
用
の
3
分
の

2
以
内
か
つ
24
万
円
が
上
限
で
す
。

▼
申
込
方
法
　
い
ず
れ
の
補
助
金
も
着

手
前
に
、
必
ず
申
請
・
協
議
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
申
請
書
を
審
査
し
補
助
基
準
に
適

合
し
た
場
合
、
市
か
ら
決
定
通
知
が

届
い
た
後
工
事
に
着
手
し
て
く
だ
さ

い
（
す
で
に
工
事
着
手
し
た
も
の
や

完
成
し
た
も
の
は
、
補
助
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
）
。

■
問
合
せ
先
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

　
計
画
指
導
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
4

　
現
在
、
甲
府
市
・
笛
吹
市
・
山
梨
市
・

甲
州
市
の
4
市
に
お
い
て
、
新
た
な
「
ご

み
処
理
施
設
（
ご
み
焼
却
施
設
・
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
）
」
の
建
設
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
今
回
、
こ
の
施
設
の
都
市
計
画
決
定

に
際
し
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き

す
る
た
め
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
次
の
案
件
に
つ
い
て
、
公
聴
会
に
出

席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
意
見
を
述
べ
る
に
は
、

事
前
に
意
見
書
を
提
出
す
る
な
ど
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
案
件
　
「
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処

理
施
設
」
の
都
市
計
画
決
定

▼
提
出
先
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

　
（
市
役
所
　
南
館
内
）

〒
4
0
6
―
0
0
3
1

石
和
町
市
部
8
0
9
―
1

▼
提
出
方
法
　
持
参
、
ま
た
は
郵
送
（
フ

ァ
ッ
ク
ス
等
は
不
可
）

▼
提
出
期
間

　
3
月
4
日
（
金
）
〜
17
日
（
木
）

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

　
（
土
日
は
除
く
）

※
都
市
計
画
の
原
案
は
提
出
期
間
中
、

「
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
」
や
「
甲
府
・

峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
事
務
組
合
」

に
お
い
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

公
聴
会
に
つ
い
て

　
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
24
日
（
木
）

　
午
後
2
時
か
ら

▼
場
所
　
市
役
所
　
境
川
支
所

　
防
災
セ
ン
タ
ー

※
提
出
期
間
内
に
意
見
書
の
提
出
が
な

か
っ
た
場
合
、
公
聴
会
は
中
止
と
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
公
聴
会
の
開
催
（
中
止
）

に
つ
い
て
は
、
3
月
18
日
（
金
）
以
降

に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
甲
府
・
峡

東
地
域
ご
み
処
理
施
設
事
務
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、
市

ま
ち
づ
く
り
整
備
課
ま
た
は
、
甲
府
・

峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
組
合
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
4
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住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業

　
こ
の
事
業
で
は
、
次
の
支
給
要
件
に

該
当
す
る
方
を
対
象
に
、
原
則
6
カ
月

間
（
一
定
の
条
件
の
も
と
、
最
大
9
カ
月
）、

住
宅
手
当
を
支
給
す
る
と
と
も
に
、
再

就
職
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

※
手
当
の
支
給
額
は
地
域
ご
と
に
上
限

額
が
設
定
さ
れ
ま
す
（
生
活
保
護
の

住
宅
扶
助
特
別
基
準
に
準
拠
）
。

▼
住
宅
手
当
の
支
給
対
象

　
支
給
申
請
時
に
次
の
要
件
の
全
て

に
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

①
平
成
19
年
10
月
1
日
以
降
に
離
職
し

た
方

②
離
職
前
に
、
自
ら
の
労
働
に
よ
り
賃

金
を
得
て
主
と
し
て
世
帯
の
生
計
を

維
持
し
て
い
た
方

③
就
労
能
力
及
び
常
用
就
職
の
意
欲
が

あ
り
、
公
共
職
業
安
定
所
へ
求
職
申

し
込
み
を
行
う
方

④
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
方
、
ま
た
は

喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
（
喪
失

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
は
次
の
⑤
及

び
⑥
の
要
件
に
該
当
し
、
賃
貸
住
宅

等
に
入
居
し
て
い
る
方
）

⑤
原
則
と
し
て
収
入
の
な
い
方
。
一
時

的
な
収
入
が
あ
る
場
合
に
は
、
生
計

を
一
と
す
る
同
居
の
親
族
の
収
入
（
月

収
）
の
合
計
が
次
の
金
額
以
下
で
あ

る
こ
と

・
単
身
世
帯
　
8
・
4
万
円
に
家
賃

額
を
加
算
し
た
額
未
満

・
2
人
世
帯
　
17
・
2
万
円
以
内

・
3
人
以
上
世
帯
　
17
・
2
万
円
に

家
賃
額
を
加
算
し
た
額
未
満

⑥
生
活
を
一
と
す
る
同
居
の
親
族
の
預

貯
金
の
合
計
が
次
の
金
額
以
下
で
あ

る
こ
と

・
単
身
世
帯
　
50
万
円

・
複
数
世
帯
　
1
0
0
万
円

⑦
雇
用
施
策
に
よ
る
貸
付
け
等
及
び
地

方
自
治
体
等
が
実
施
す
る
住
居
等
困

窮
離
職
者
に
対
す
る
類
似
の
貸
付
け
、

ま
た
は
給
付
を
申
請
者
及
び
申
請
者

と
生
計
を
一
と
す
る
同
居
の
親
族
が

受
け
て
い
な
い
こ
と

⑧
申
請
者
及
び
申
請
者
と
生
計
を
一
と

す
る
同
居
の
親
族
の
い
ず
れ
も
が
暴

力
団
員
で
な
い
こ
と

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
求
職
申
し
込
み

と
月
1
回
以
上
の
職
業
相
談
、
自
治

体
で
の
月
2
回
以
上
の
面
接
支
援
、

求
人
先
へ
の
原
則
週
1
回
以
上
の
応

募
等
が
必
要
で
す
。

▼
住
宅
手
当
の
受
給
方
法

①
福
祉
総
務
課
窓
口
（
石
和
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）
で
、
制
度
等
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
ま
す
。

②
離
職
関
係
書
類
等
証
明
書
類
を
添
え

て
、
「
住
宅
手
当
支
給
申
請
書
」
を

提
出
し
、
「
住
宅
手
当
支
給
決
定
通

知
書
」
の
交
付
を
受
け
ま
す
。

※
た
だ
し
、
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
方

の
場
合
は

・
不
動
産
媒
介
業
者
等
で
、
入
居
希

望
住
宅
を
探
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
審
査
の
後
、
「
住
宅
手
当
支
給
対
象

者
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

・
証
明
書
を
持
参
し
、
不
動
産
媒
介

業
者
等
で
住
居
の
賃
貸
借
契
約
を

結
び
、
入
居
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
契
約
書
の
写
し
等
必
要
書
類
を
提

出
後
、
「
住
宅
手
当
支
給
決
定
通
知

書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

③
市
よ
り
入
居
住
宅
の
貸
主
等
に
、
住

宅
手
当
の
支
給
額
を
振
り
込
み
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
福
祉
総
務
課
　
福
祉
総
務
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

住
宅
の
初
期
費
用
や
生
活
支
援

　
敷
金
・
礼
金
等
の
「
初
期
費
用
」
へ

の
対
応
が
困
難
な
方
や
生
活
費
が
必
要

な
方
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
行
う
次
の
資
金
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
生
活
福
祉
資
金
（
総
合
支
援
資
金
）

　
継
続
的
な
生
活
相
談
・
支
援
（
就

労
支
援
等
）
と
あ
わ
せ
て
、
生
活
費

及
び
一
時
的
な
資
金
を
貸
し
付
け
、

生
活
の
立
て
直
し
を
支
援
す
る
た
め

の
貸
付
で
す
。

○
住
宅
入
居
費
　
40
万
円
以
内

○
生
活
支
援
費
　
2
人
以
上
世
帯
　
20

万
円
/
月
以
内
（
単
身
15
万
円
/
月

以
内
）
最
長
１
年
間

○
一
時
生
活
再
建
費
　
60
万
円
以
内

※
貸
付
利
子
　
連
帯
保
証
人
を
立
て
る

場
合
は
無
利
子
。
連
帯
保
証
人
を
立

て
な
い
場
合
は
年
1
・
5
％

■
問
合
せ
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
地
域
福
祉
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
2
2
4
0

住
宅
手
当
支
給
ま
で
の
生
活
費

　
住
居
を
喪
失
し
て
い
る
方
で
、
住
宅

手
当
を
支
給
す
る
ま
で
の
間
の
生
活
費

が
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
行
う
次
の
資
金
の
貸
付
け
を

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
貸
付

公
的
給
付
等
に
よ
る
支
援
を
受
け
る

ま
で
の
間
の
当
面
の
生
活
に
要
す
る

費
用
の
貸
付
（
10
万
円
以
内
）

※
貸
付
利
子
　
無
利
子
、
連
帯
保
証
人

不
要

■
問
合
せ
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
地
域
福
祉
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
2
2
4
0

注１：視覚障害４級は４級の１のみです。
注２：咽頭摘出による音声機能障がいがある場合に限ります。
注３：両上肢に障がいがある場合に限ります。
注４：下肢不自由３級については、両下肢に障がいがある場合に限り、生計を

一にする者、および単身で生活する障がい者を常時介護する者の運転が
認められます。

◎印は、本人運転のみ該当します。
○印は、本人運転、または生計を一にする者、および単身で生活する障がい者
を常時介護する者の運転が認められます。
※療育手帳・精神障害者保健福祉手帳・戦傷病者手帳を、お持ちの方はお問い

合せください。

そ
の
他
の
雇
用
施
策
等
の
概
要

▼
訓
練
・
生
活
支
援
給
付

　
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
方
が
、

公
共
職
業
安
定
所
の
あ
っ
せ
ん
に
よ

り
職
業
訓
練
を
受
講
す
る
場
合
、
主

た
る
生
計
者
に
対
し
て
、
訓
練
期
間

中
の
生
活
費
を
給
付
し
ま
す
。

・
単
身
者
　
10
万
円
/
月

・
扶
養
家
族
を
有
す
る
方
　
12
万
円
/
月

■
問
合
せ
先
　
甲
府
公
共
職
業
安
定
所

　
☎
0
5
5
（
2
3
2
）
6
0
6
0

　
市
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
障
が

い
者
等
が
、
地
域
で
自
立
し
た
在
宅
生

活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
す
で
に
受
け
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
の
更
新
申

請
を
3
月
1
日
（
火
）
か
ら
受
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
サ
ー
ビ
ス
を
新
た
に
希
望
す

る
方
は
随
時
受
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
は
、
身
体
・
知
的
・
精
神
障

害
者
（
児
）
お
よ
び
発
達
障
害
児
（
者
）

の
方
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
内
容

○
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
　
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
や
車
輌
に
よ
る
移
動
支
援
の
サ

ー
ビ
ス

○
日
中
一
時
支
援
サ
ー
ビ
ス
　
日
中
の

一
時
預
か
り
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス

○
生
活
訓
練
等
サ
ー
ビ
ス
　
短
期
の
訓

練
に
よ
り
日
常
生
活
能
力
の
向
上
を

図
る
サ
ー
ビ
ス

※
サ
ー
ビ
ス
量
は
聞
き
取
り
等
、
調
査

の
上
、
決
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
他

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
合
せ
先

福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

（
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

ま
た
は
各
支
所

　
4
月
1
日
（
金
）
よ
り
手
話
通
訳
者
、
お

よ
び
要
約
筆
記
者
派
遣
の
申
請
窓
口
が
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き
か
ら
市

役
所
福
祉
総
務
課
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
派
遣
申
請
を
行
う
際
は
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

　
（
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

　
℻
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
2

　
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
そ
の

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の

減
免
措
置
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
軽
自
動
車
税
は
4
月
1
日
現
在
の
車

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
対
象
車
両
は
、
申
請
者
が
所
有
し
て

い
る
車
両
で
あ
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

（
18
歳
未
満
の
申
請
者
、
ま
た
は
療
育

手
帳
・
精
神
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病

者
手
帳
所
有
者
は
、
例
外
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

※
普
通
自
動
車
税
の
減
免
、
障
害
者
タ

ク
シ
ー
券
な
ど
と
あ
わ
せ
て
申
請
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
受
付
期
間

　
5
月
6
日
（
金
）
〜
24
日
（
火
）

■
受
付
・
問
合
せ
先

税
務
課
　
市
民
税
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

ま
た
は
各
支
所

減免に該当する身体障がいの程度

障がいの程度

視覚障害（注１）

聴覚障害

平衡機能障害

音声機能障害（注２）

上肢不自由（注３）

下肢不自由（注４）

体幹不自由

心臓機能障害

腎臓機能障害

呼吸器機能障害

ぼうこう、または直腸の

機能障害

小腸の機能障害

ヒト免疫不全ウィルス

による免疫機能障害

肝臓機能障害
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▼問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

女性の職員に、
もっともっと
挑戦して
欲しいわ!

まだまだ取り
組みが必要
だよね。

笛ちゃん 吹ちゃん

　今回は、「国や地方の政策・方針決定過程への女性の参画」を取り上げてみたいと思います。国で
は毎年、男女共同参画推進に関する「男女共同参画白書」を公表し、国内における参画の状況を伝
えています。県内では、山梨県立男女共同参画推進センターが広報紙“ぴゅあ”にその詳細を伝え
ています。この“ぴゅあ”10・11月合併号からその一部を取り上げてみました。データは、いずれ
も平成21年度のものです。

　これらの表は、地方公務員の女性管理職比率と県
内市町村職員管理職の状況を表したものです。女性
の登用を促進するための目標設定を行っているのは、
都道府県・政令指定都市で22自治体となっていて、
その他の自治体においても職域拡大などの取り組み
を進めています。
　地方公務員の管理職に占める女性の割合は、都道
府県5.7%、政令指定都市8.6%、市区9.4%、町村8.9%、
笛吹市5.7%となっています。増加傾向にありますが、
まだまだ低い状況です。
　また、地方議会における女性議員の割合は、笛吹
市では16.6%ですが全国的に横ばいになっています。
一方、地方公共団体の審議会などにおける女性委員
の割合は、着実に増加し、都道府県33.1%、政令指

定都市31.9%、市区26.7%、町村23.2%、笛吹市26.7%となっています。
　このほか、さまざまな分野における女性の参画を紹介すると、
○司法�…�裁判官16.0%、検察官12.9%、弁護士15.4%で女性の割合は着実に増加傾向にあります。
○報道機関�…�新聞・放送業界における女性の参画は、徐々に進展しています。
○ジェンダーエンパワーメント指数�…�ジェンダーエンパワーメント指数は、女性の政治参加や経済

界における活躍、意思決定に参加できるかどうかを表す指数です。日本は、109か国中57位となっ
ています。

借金等残高
103万円
（36%）

支払済額
183万円
（64%）

資　産

286万円

土地、建物、
車、定期預
金、貯金、
現金

�　
笛
吹
市
の
平
成
21
年
度
末
現
在
連
結

貸
借
対
照
表
（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）
を

作
成
し
ま
し
た
。

　
貸
借
対
照
表
は
、
「
市
が
こ
れ
ま
で

に
築
い
て
き
た
財
産
と
、
そ
れ
に
必
要

と
し
た
税
金
や
借
金
な
ど
の
資
金
が
ど

の
く
ら
い
あ
る
か
」
を
読
み
取
れ
る
よ

う
に
し
た
も
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
「
公
共
施
設
や
道
路
の
整

備
に
い
く
ら
お
金
を
使
い
、
そ
の
資
金

を
ど
う
や
っ
て
調
達
し
て
き
た
の
か
」

な
ど
、
そ
の
概
要
が
わ
か
り
ま
す
。

　
笛
吹
市
の
財
政
は
一
般
会
計
だ
け
で

成
り
立
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
般
会
計
の
他
に
国
民
健
康
保
険
な
ど

の
特
別
会
計
や
公
営
企
業
会
計
、
市
が

加
入
し
て
い
る
一
部
事
務
組
合
や
一
定

の
割
合
以
上
出
資
し
て
い
る
関
係
法
人

な
ど
を
含
め
て
、
ひ
と
つ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
実
施
主
体
と
し
て
作
成
し
た
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
が
笛
吹
市
全
体
の
連
結
貸

借
対
照
表
で
す
。

▼
連
結
貸
借
対
照
表
を
見
て
み
る
と
…

　
平
成
21
年
度
末
の
市
の
資
産
は
２

０
６
３
億
円
で
す
。
そ
の
う
ち
、
既

に
１
３
１
６
億
円
（
64
％
）
は
支
払
い

済
み
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
借
金
な
ど

が
7
4
7
億
円
（
36
％
）
あ
り
ま
す
。

▼
市
民
一
人
あ
た
り
に
置
き
換
え
る
と

　
上
の
表
の
資
産
計
・
負
債
計
・
純

資
産
を
そ
れ
ぞ
れ
平
成
21
年
度
末
現

在
の
人
口
（
7
万
2
0
2
9
人
）
で

割
り
出
し
た
の
が
、
左
の
図
で
す
。

　
こ
の
図
は
、
現
在
に
お
い
て
市
民

一
人
あ
た
り
2
8
6
万
円
の
財
産
を

保
有
し
て
お
り
、
そ
の
財
産
を
取
得

す
る
の
に
、
約
3
分
の
2
が
代
金
支

払
済
み
で
あ
り
、
残
り
の
約
3
分
の

1
が
借
金
等
で
現
在
返
済
し
て
い
る

状
況
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
や
孫
の
代
に
負
担
を
残
さ

な
い
た
め
に
も
、
健
全
な
行
財
政
経

営
を
心
が
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
な
お
、
連
結
貸
借
対
照
表
な
ど
の

詳
細
に
つ
い
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
財
政
課
　
財
政
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

市民一人当たりの貸借対照表図

有形固定資産（土地、公共施設、
設備、道路、水路）

1,824億円

無形固定資産（ダム使用権） 20億円

売却可能資産 －

①�公共資産 1,844億円

投資及び出資金
（出資金、出えん金）

14億円

基金等（地域振興基金、公共施設
整備等基金、他）

112億円

市税等滞納繰越分未収金（税金、
手数料、水道料、保険料、他）

21億円

②�投資等 147億円

資金（現金、預金、財政調整基金、
減債基金）

64億円

市税等現年度分未収金（税金、手
数料、水道料、保険料、他）

8億円

④�資産計（①＋②＋③） 2,063億円

③�流動資産 72億円

【借方（お金を何に使ったか）】� �
●資産の部�

市債（一般会計分）� 317億円

市債（公営事業会計分） 303億円

関係一部事務組合地方債 15億円

退職手当引当金 57億円

⑤� 固定負債（翌々年度以降に返済
期限がおとずれる借金�他）

692億円

翌年度償還予定市債等（一般会計分、
公営事業会計分、関係一部事務組合分）

50億円

賞与引当金、未払金、他 5億円

⑥� 流動負債（翌年度に返済期限が
おとずれる借金�他）

55億円

⑨�負債・純資産（⑦+⑧） 2,063億円

⑧�純資産（税金、国県補助金） 1,316億円

⑦負債計（⑤＋⑥） 747億円

【貸方（お金をどこから調達したか）】� �
●負債の部（これから支払うお金）

●純資産の部（今までに支払ったお金）

※総務省方式改訂モデルを準用



石尊神社の社殿

　
今
回
の
『
笛
吹
市
探
訪
』
で
は
徳
条

周
辺
を
紹
介
し
ま
す
。

　
徳
条
は
兜
山
の
南
麓
に
あ
り
、
地
名

は
新
し
く
開
墾
し
た
田
が
あ
る
事
に
由

来
し
て
い
る
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
徳
条
地
区
の
公
文
書
が
し
ま

っ
て
あ
る
帳
箪
笥
（
ち
ょ
う
だ
ん
す
・

注
1
）
が
春
日
居
郷
土
館
で
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
徳
条
地
区
の
公
文
書
に
は

『
江
戸
時
代
の
年
貢
に
関
す
る
記
録
』
・

『
太
平
洋
戦
争
中
に
岡
部
村
（
お
か
べ

む
ら
・
注
2
）
役
場
か
ら
き
た
文
書
』

等
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
徳
条
公
民
館
か
ら
平
等

川
沿
い
を
歩
き
な
が
ら
徳
条
周
辺
の
歴

史
・
文
化
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
徳
条
公
民
館
の
敷
地
に
は
石
幢
（
せ

き
ど
う
・
注
3
）・
石
造
馬
頭
観
音
像
（
せ

き
ぞ
う
ば
と
う
か
ん
の
ん
ぞ
う
・
注
4
）・

石
造
六
地
蔵
像
（
注
5
）
等
約
20
基
の

石
造
物
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
真
中

の
あ
る
石
憧
は
高
さ
が
約
２
５
０
㎝
あ

り
ま
す
。

　
徳
条
公
民
館
か
ら
平
等
川
を
目
指
し

て
進
ん
で
い
く
と
三
叉
路
（
さ
ん
さ
ろ
）

に
徳
条
地
区
の
道
祖
神
場
が
あ
り
ま
す
。

道
祖
神
（
注
6
）
は
直
径
約
40
㎝
の
丸

い
石
を
ご
神
体
に
し
て
い
ま
す
。

　
道
祖
神
場
で
右
に
曲
が
る
と
、
石
尊

（
せ
き
そ
ん
）
神
社
の
参
道
に
ぶ
つ
か

り
ま
す
。
石
尊
神
社
は
か
っ
て
は
三
柱

大
神
（
み
は
し
ら
だ
い
じ
ん
）
と
呼
ば

れ
、
崇
神
天
皇
（
す
じ
ん
て
ん
の
う
）
・

天
照
大
神
（
あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
）・

阿
夫
利
大
神
（
あ
ふ
り
だ
い
じ
ん
）
が

ま
つ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争

後
、
社
殿
を
修
復
し
石
尊

神
社
と
名
前
を
変
え
石
尊

大
権
現
（
せ
き
そ
ん
だ
い

ご
ん
げ
ん
）
を
ま
つ
り
ま

し
た
。
石
尊
大
権
現
は
水

の
神
で
、
神
奈
川
県
丹
波

山
の
阿
夫
利
山
等
よ
り
ご

神
体
を
勧
請
（
か
ん
じ
ょ

う
・
注
7
）
し
ま
し
た
。

ま
た
、
社
殿
の
天
井
に
は

正
方
形
の
花
鳥
風
月
等
の

絵
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
石
尊
神
社
よ
り
平
等
川
に
出
て
、
徳

条
大
橋
を
渡
る
と
天
神
塚
古
墳
（
春
日

居
町
鎮
目
地
内
・
市
指
定
史
跡
）
が
あ

り
ま
す
。

　
天
神
塚
古
墳
は
直
径
35
m
、
高
さ

4
m
程
の
円
墳
で
す
。
南
に
開
く
全
長

8
m
の
横
穴
式
石
室
が
あ
り
、
天
井
石

が
2
枚
残
っ
て
い
ま
す
。
6
世
紀
後
半

に
造
ら
れ
、
7
世
紀
初
め
ま
で
使
わ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
天
神
塚
古
墳
周
辺
に
は
上
町
田
遺
跡

（
か
み
ま
ち
だ
い
せ
き
・
春
日
居
町
鎮

目
地
内
）
が
あ
り
ま
す
。
平
成
19
年
に

農
道
改
良
工
事
に
伴
い
発
掘
調
査
が
お

こ
な
わ
れ
、
竪
穴
が
見
つ
か
り
弥
生
時

代
・
平
安
時
代
の
土
器
が
出
土
し
ま
し

た
。

　
徳
条
の
平
等
川
周
辺
で
は
3
月
頃
に

桃
の
花
等
が
咲
き
ま
す
。
花
見
を
か
ね

て
川
沿
い
を
歩
き
な
が
ら
、
身
近
な
歴

史
に
ふ
れ
て
み
た
ら
い
か
が
で
す
か
。

注
1
　
帳
箪
笥

　
文
書
等
を
し
ま
う
た
め
の
箪
笥
。

注
2
　
岡
部
村

　
松
本
村
・
山
崎
村
・
徳
条
村
・
鎮
目
村
・

国
府
村
が
合
併
し
1
8
7
5
年
に
岡
辺
村

が
誕
生
。
1
8
7
9
年
石
和
村
・
英
村
（
は

な
ぶ
さ
む
ら
）
・
岡
部
村
で
合
併
し
石
和

町
と
な
り
ま
し
た
。

注
3
　
石
幢

　
　
六
角
形
の
お
堂
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
造
る

石
塔
。

注
4
　
石
造
馬
頭
観
音
像

　
馬
を
供
養
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
る
石

造
物
。

注
5
　
石
造
六
地
蔵
像

　
浄
土
へ
の
導
き
を
願
う
た
め
に
建
て
る

石
造
物
。
六
地
蔵
の
六
は
地
獄
・
畜
生
・

餓
鬼
（
が
き
）
・
修
羅
・
人
・
天
の
6
つ

の
世
界
を
現
し
ま
す
。

注
6
　
道
祖
神

　
道
の
分
岐
点
・
村
境
等
に
建
て
ら
れ
ま

す
。
丸
石
を
神
体
と
す
る
道
祖
神
の
例
が

笛
吹
市
内
に
は
多
く
あ
り
ま
す
。

注
7
　
勧
請

　
神
霊
を
分
か
ち
た
も
の
を
他
の
神
社
に

移
し
て
鎮
祭
す
る
こ
と

徳条公民館の石憧

　
な
お
、
大
学
や
専
門
学
校
を
卒
業

し
た
場
合
は
、
次
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。「
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
」
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�　　
現
在
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の
有

効
期
限
は
、
3
月
31
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

　
平
成
23
年
度
の
新
し
い
保
険
証
を
3

月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
4
月
か
ら
は

今
お
持
ち
の
保
険
証
は
使
え
な
く
な
り

ま
す
。
な
お
、
4
月
に
な
っ
て
も
新
し

い
保
険
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
国
保
税
に
未
納
が
あ
る
場
合
は
、
「
短

期
被
保
険
者
証
」
ま
た
は
医
療
費
が

一
旦
全
額
自
己
負
担
に
な
る
「
資
格

証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
。
領
収
証

等
で
納
付
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
は
早
め
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
保
で
は
、
70
歳
に
な
っ
た
翌
月
（
1

日
生
ま
れ
の
方
は
当
月
）
か
ら
75
歳
に

な
る
ま
で
の
間
、
高
齢
受
給
者
証
が
交

付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
所
得
に

応
じ
て
負
担
割
合
が
『
3
割
』
ま
た
は

『
1
割
』
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

内
、
1
割
負
担
の
方
に
あ
っ
て
は
、
2

割
負
担
の
と
こ
ろ
を
期
限
付
き
（
平
成

23
年
3
月
31
日
（
木
）
ま
で
）
で
緩
和
措

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
措
置
期
限
が
制
度
改
正
に
よ
り

平
成
24
年
3
月
31
日
（
土
）
ま
で
延
長
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
1
割
負
担
の
方
に
は
、
3
月
中

に
期
限
変
更
後
の
高
齢
受
給
者
証
を
世

帯
主
あ
て
に
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
対
象
者
名
を
ご
確
認
の
上
、

4
月
か
ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
に
行
く
た
め
、

笛
吹
市
の
家
族
と
離
れ
て
生
活
す
る
場

合
、
引
続
き
笛
吹
市
の
国
民
健
康
保
険

を
使
用
す
る
為
に
、
マ
ル
学
該
当
の
届

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
（
住
所
変
更

を
す
る
場
合
の
み
）

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
在
学
証
明
書

・
国
民
健
康
保
険
証

・
印
鑑

※
在
学
証
明
書
は
毎
年
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
会
社
等
の
社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合

　
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
手
続

き
を
国
保
課
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
手
続
き
を
し
な
い
と
、
保
険
税

が
二
重
に
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

○
持
ち
物

・
国
民
健
康
保
険
証

・
社
会
保
険
証

・
印
鑑

▼
笛
吹
市
以
外
の
自
治
体
に
居
住
し
、

社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合

　
国
民
健
康
保
険
は
、
現
住
所
が
あ

る
自
治
体
で
加
入
し
ま
す
。

○
持
ち
物

①
笛
吹
市
で
の
手
続
き

・
国
民
健
康
保
険
証

・
印
鑑

②
居
住
地
で
の
手
続
き

・
笛
吹
市
で
発
行
す
る
資
格
喪
失
証
明
書

・
印
鑑

▼
笛
吹
市
に
居
住
し
、
社
会
保
険
に
加

入
し
な
い
場
合

　
マ
ル
学
非
該
当
届
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

○
持
ち
物

・
国
民
健
康
保
険
証

・
印
鑑

　
平
成
22
年
11
月
の
一
人
当
た
り
療
養

給
付
費
は
1
万
７
８
０
８
円
で
し
た
。

平
成
21
年
11
月
と
比
較
す
る
と
1
０
８

８
円
（
+
6
・
5
％
）
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
受
け
、

生
活
習
慣
病
を
早
期
発
見
し
、
医
療
費

の
節
約
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
４
１
１
１

一人当たり療養給付費

18,000

17,000

16,000

15,000

H20.11
16,035

H21.11
16,720

H22.11
17,808



凱風快晴　県立博物館蔵

　
今
年
も
市
所
蔵
の
美
術
品
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

　
一
宮
町
の
田
辺
武
夫
氏
の
「
桃
の
里
」
、

境
川
町
の
落
合
豊
彦
氏
の
花
瓶
、
野
中

春
甫
氏
の
青
白
磁
、
雨
宮
喜
能
登
氏
の

窯
彩
ガ
ラ
ス
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
特
別
に
御
坂
町
の
日
展
作

家
石
原
専
邦
氏
の
陶
芸
も
出
品
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
市
ゆ
か
り
の
芸
術
家
が
創
り
だ
す
作

品
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
3
月
27
日
（
日
）
ま
で

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

▼
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
と
3
月
22
日（
火
）

▼
入
館
料
　
大
人
　
　
　
　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
小
中
高
校
生
　
１
０
０
円

�
�

　▼
日
時

3
月
19
日
（
土
）

〜
5
月
9
日
（
月
）

▼
場
所
　
県
立
博
物

館
企
画
展
示
室
�

※
常
設
展
観
覧
券

で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

▼
内
容
　
２
０
１
０
年
は
葛
飾
北
斎
生

誕
２
５
０
年
で
す
。
そ
れ
を
記
念
し

て
当
館
収
蔵
の
「
冨
嶽
三
十
六
景
」

全
点
を
一
挙
公
開
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
山
梨
県
立
博
物
館
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

　
一
宮
町
体
操
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は

『
伝
承
〜
引
き
継
が
れ
て
き
た
伝
統
、

そ
し
て
、
受
け
継
が
れ
て
い
く
わ
た
し

た
ち
の
想
い
…
』
を
テ
ー
マ
に
成
果
発

表
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
子
ど
も
達
が
一
生
懸
命
練
習
を
重
ね

た
演
技
を
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
3
月
13
日
（
日
）

　
開
場
　
午
後
0
時
30
分

　
開
演
　
午
後
1
時

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー

ツ
公
園
　
体
育
館

▼
入
場
料
　
無
料

▼
持
ち
物
　
ス
リ
ッ
パ

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
県
下
中
小
企
業

組
合
等
が
一
堂
に
会
し
、
県
内
地
場
産

品
な
ど
お
買
得
商
品
を
盛
り
だ
く
さ
ん

に
販
売
・
紹
介
す
る
お
祭
り
で
す
。

　
ま
た
、
先
着
2
0
1
1
名
へ
の
来
場

者
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
は
じ
め
、
老
若
男
女
、

子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
　
3
月
13
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所
　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

　
（
甲
府
市
大
津
町
）

▼
内
容
　
地
域
特
産
「
グ
ル
メ
グ
ラ
ン

プ
リ
」、
や
ま
な
し
の
特
産
品
の
販
売
、

県
内
組
合
の
紹
介
、
体
験
型
イ
ベ
ン

ト
盛
り
だ
く
さ
ん
、
来
場
者
プ
レ
ゼ

ン
ト
な
ど
（
予
定
）

▼
入
場
料
　
無
料

▼
主
催
　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

▼
後
援
　
山
梨
県
、
他
22
団
体

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
☎
0
5
5
（
2
3
7
）
3
2
1
5

■問合せ先
　・春日居郷土館　☎�0553（26）5100
　・文化財課　　　☎�055（261）3342

の
な
か

し
ゅ
ん
ぽ

あ
ま
み
や
き

の
�

と

い
し
は
ら
せ
ん
ぽ
う

前回の団体戦より

　
林
真
理
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
ご
自

身
に
よ
る
作
品
解
説
と
さ
ら
に
、
女
性

か
ら
注
目
を
集
め
る
日
常
生
活
・
美
し

い
生
き
方
や
ふ
る
さ
と
山
梨
へ
の
思
い

を
語
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
林
さ
ん
を
中
心
と
し
た
山

梨

ゆ

か

り

の

女

性

作

家

の

作

品

を

N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
な
ど
の
朗
読
で

お
届
け
し
、
山
梨
の
文
学
の
世
界
を
ご
堪

能
い
た
だ
き
ま
す
。
観
覧
ご
希
望
の
方
は
、

次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
3
月
27
日
（
日
）

　
開
場
　
午
後
1
時

　
開
演
　
午
後
1
時
30
分

　
終
演
予
定
　
午
後
3
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー�

�集
会
室

▼
出
演
　
林
真
理
子
さ
ん
（
作
家
）

N
H
K
甲
府
放
送
局
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
他

▼
入
場
料
　
無
料

▼
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

N
H
K
甲
府
放
送
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
い
ず
れ
か
か
ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

入
場
整
理
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

①
郵
便
番
号
　
②
住
所
　
③
名
前
　

④
電
話
番
号
　
⑤
希
望
人
数
（
４
名

様
ま
で
）
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
、
抽
選
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
お
断
り
し
ま
す
。

○
ハ
ガ
キ
　
〒
4
0
0
│

8
5
5
2

　
N
H
K
甲
府
放
送
局
「
や
ま
な
し
文

学
カ
フ
ェ
係
」

○
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
0
5
5
（
2
2
4
）
5
3
4
5

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
N
H
K
甲
府
放
送
局
）

h
ttp

:/
/

w
w

w
.n

h
k

.o
r.jp

/
k

o
fu

/

▼
申
込
締
切
　
3
月
10
日
（
木
）
必
着

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
も
応
募
を
受

け
付
け
ま
す
。

▼
主
催
　
N
H
K
甲
府
放
送
局
、
笛
吹
市
、

（
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団

■
問
合
せ
先

・
N
H
K
甲
府
放
送
局

　
☎
0
5
5
（
2
2
2
）
1
3
1
4

　
（
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
6
時
30
分
）

・
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
（
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分
）

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
将
棋
や

碁
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
た
め
に
、

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

ス
コ
レ
ー
杯
将
棋
団
体
戦

▼
対
象
　
4
人

1
チ
ー
ム
な

ら
ど
な
た
で

も
参
加
で
き

ま
す
。
（
小
・

中
学
生
、
シ

ル
バ
ー
、
女

性
が
所
属
す

る
チ
ー
ム
に

は
、
優
遇
措
置
を
設
け
る
予
定
）

▼
日
時
　
3
月
20
日
（
日
）

　
受
付
　
午
前
8
時
30
分

　
開
催
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　

集
会
室

▼
定
員
　
16
チ
ー
ム
（
予
定
）

▼
参
加
費
　
1
チ
ー
ム
4
名
で

　
4
0
0
0
円
（
昼
食
、
賞
品
代
含
む
）

▼
申
込
締
切
　
3
月
11
日
（
金
）

※
た
だ
し
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

小
・
中
学
生
囲
碁
・
将
棋
大
会

▼
対
象
　
小
・
中
学
生

▼
日
時
　
3
月
29
日
（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　

集
会
室

▼
ル
ー
ル
　
碁
19
路
盤
を
使
用
し
互
先

で
黒
の
6
目
半
コ
ミ
出
し

▼
定
員
　
各
40
人

▼
参
加
費
　
無
料

※
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
お
弁
当
と
水
筒
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
　
（
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
財
団

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
神
社
境
内
と
い
う
身
近
な
自
然
を
観

察
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
関
連
し
た
図
鑑

や
絵
本
を
見
て
い
き
ま
す
。

　
観
察
の
後
は
、
季
節
に
合
わ
せ
た
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。
今
回

は
琴
の
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
暖
か
い
服

装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
小
学
生

▼
日
時
　
3
月
27
日
（
日
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午�

�※
雨
天
決
行

▼
場
所
　
山
梨
岡
神
社
境
内

　
（
春
日
居
町
鎮
目
）

▼
講
師

・
植
原
彰
氏
（
乙
女
高
原
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
代
表
世
話
人
）

・
窪
田
礼
子
氏
（
生
田
流
筝
曲
演
奏
家
）

▼
後
援
　
市
教
育
委
員
会

■
問
合
せ
先
　
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

（
担
当
　
馬
場
）

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
3
0
6
5



桜
を
み
る
会

　
桜
を
観
察
し
た
り
植
え
た
り
し
て
、

春
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
4
月
3
日
（
日
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
の
場
合
は
、
室
内
で
植
物
教
室

を
行
い
ま
す
。

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

※
開
催
場
所
は
受
付
に
て
案
内
し
ま
す
。

▼
講
師
　
大
久
保
栄
治
氏

　
（
山
梨
学
院
短
期
大
学
教
授
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
よ
ご
れ
て
も
良
い
服

装
、
お
よ
び
靴
、
筆
記
用
具

▼
申
込
受
付
　
3
月
3
日
（
木
）
か
ら

※
た
だ
し
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

絵
手
紙
教
室

　
花
や
風
景
な
ど
身
近
な
も
の
を
題
材

に
し
て
、
絵
手
紙
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
4
月
23
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　

　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
�

ホ
ー
ル

▼
講
師
　
風
間
繁
樹
氏

　
（
山
梨
美
術
協
会
会
員
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
申
込
受
付
　
3
月
23
日
（
水
）
か
ら

※
た
だ
し
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

ク
レ
イ
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う

　
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
や
樹
脂
粘
土
（
ク
レ

イ
）
な
ど
を
使
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ス
イ
ー
ツ
デ
コ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
4
月
29
日
（
金
）

　
受
付
�

午
前
9
時
30
分
か
ら

　
開
催
　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所

　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
　
ホ
ー
ル

▼
講
師
　
吉
原
ゆ
か
り
氏
（
ク
レ
イ
ア

ー
ト
ス
タ
ジ
オ
キ
ャ
ラ
メ
ル
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
申
込
受
付
　
3
月
29
日
（
火
）
か
ら

※
た
だ
し
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

　
恩
賜
林
御
下
賜
1
0
0
周
年
を
記
念

し
て
、
恩
賜
林
の
歴
史
や
意
義
、
今
後

の
課
題
等
を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
知

っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
8
日
（
火
）
午
後
2
時
か
ら

▼
場
所
　
甲
州
市
民
文
化
会
館
　
2
階
大

会
議
室
（
甲
州
市
塩
山
上
塩
後
２
４
０
）

▼
講
師
　
前
山
　
堅
二
氏

　
（
（
社
）
山
梨
県
林
業
研
究
会
）

▼
定
員
　
２
０
０
名

▼
入
場
料
　
無
料

▼
主
催

　
峡
東
地
区
恩
賜
林
保
護
団
体
連
合
会

■
問
合
せ
先�

　
甲
州
市
恩
賜
林
記
念
館

　
（
担
当
　
山
中
）

　
☎
0
5
5
3
（
3
3
）
2
6
4
5

　
県
下
最
大
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
「
信
玄

公
祭
り
」
が
、
4
月
8
日（
金
）〜
10
日（
日
）

に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
祭
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時
・
募
集
人
数

①
会
場
整
理
・
運
営
（
1
0
0
人
）

　
4
月
9
日
（
土
）

　
午
後
3
時
〜
7
時
30
分

②
救
護
補
助
（
10
人
）

　
①
と
同
じ
日
時

③
甲
州
軍
団
運
行
補
助
（
70
人
）

　
4
月
9
日
（
土
）

　
午
後
1
時
〜
7
時
30
分

④
祭
り
案
内
業
務
（
20
人
）

　
4
月
8
日
（
金
）

　
午
後
3
時
30
分
〜
7
時
30
分
、

ま
た
は
9
日
（
土
）
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
5
時
30
分

※
い
ず
れ
も
原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の
方

▼
応
募
方
法

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
、
希
望
す
る
業
務
（
④

の
祭
り
案
内
業
務
は
希
望
日
も
）
、
過

去
の
経
験
有
無
を
明
記
し
て
、
信
玄

公
祭
り
実
行
委
員
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

係
ま
で
送
付
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ

ー
ル
も
可
。
3
月
14
日
（
月
）
必
着
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

第
41
回
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

〒
4
0
0
│

0
0
3
1

甲
府
市
丸
の
内
1
│

8
│

17

☎
0
5
5
（
2
3
1
）
2
7
2
2

℻
0
5
5
（
2
2
1
）
3
0
4
0

E
メ
ー
ル

k
-

k
o

n
d

o
u

@
y

a
m

a
k

a
n

-
s
k

.jp

　
県
立
科
学
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
「
星
の
語
り
部
」
の
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
体
験
活
動
教
室
で
す
。

第
1
部
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
絵
本
「
ね
え
　
お
そ
ら
の
あ
れ
な
あ
に
」

を
読
み
、
星
の
お
話
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
自
由
に
宇
宙
空
間
を
旅
す

る
こ
と
が
で
き
る
ソ
フ
ト
「
Ｍ
ｉ
ｔ
ａ

ｋ
ａ
」
で
宇
宙
旅
行
を
疑
似
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
2
部
　
星
を
見
る
会

　
山
梨
県
は
「
星
の
名
産
地
」
。
星
を
観

察
す
る
絶
好
の
場
所
で
す
。
市
の
市
街

地
か
ら
も
星
空
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
子
ど
も
も
大
人
も
地
域
の
方
等
、

ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。
天
体

望
遠
鏡
で
笛
吹
の
星
空
を
見
上
げ
て
、

冬
の
豪
華
な
星
た
ち
、
月
の
出
、
木
星

を
観
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
等
　
3
月
21
日
（
月
・
祝
）

①
第
1
部
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
対
象
　
小
学
生
の
親
子
20
組

　
時
間
　
午
後
3
時
〜
4
時
30
分

場
所
　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ホ
ー
ル

②
第
2
部
　
星
を
見
る
会

　
時
間
　
午
後
7
時
30
分
か
ら

　
場
所
　
春
日
居
小
学
校
校
庭

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
3
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
、

名
前
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
明
記
の
上
郵
送
、
持
参
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
①
、
②

の
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
の
申
し
込
み

も
可
能
で
す
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
9

℻
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
0

〒
4
0
6
│

0
0
3
1

笛
吹
市
石
和
町
市
部
8
0
9
│

1

Ｅ
メ
ー
ル
�s

h
o

g
a

ig
a

k
u

s
y

u
@

c
it

y
.f

u
e

f
u

k
i.lg

.jp

新
入
社
員
研
修

▼
日
時
　
4
月
7
日
（
木
）
・
8
日
（
金
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
定
員
　
25
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
1
0
0
0
円

▼
受
付
期
限
　
3
月
31
日
（
木
）
ま
で

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
3
級

▼
日
時
　
4
月
14
日
（
木
）
〜
26
日
（
火
）

の
う
ち
8
日
間
　
午
後
6
時
〜
9
時

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
2
1
0
0
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

▼
受
付
期
限
　
4
月
7
日
（
木
）
ま
で

エ
ク
セ
ル
基
礎
（
第
1
回
）

▼
日
時
　
5
月
9
日
（
月
）
〜
17
日
（
火
）

の
う
ち
6
日
間
　
午
後
6
時
〜
9
時

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
2
1
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

▼
受
付
期
間

　
3
月
9
日
（
水
）
〜
5
月
2
日
（
月
）

エ
ク
セ
ル
応
用
（
第
1
回
）

▼
日
時
　
5
月
19
日
（
木
）
〜
27
日
（
金
）

の
う
ち
6
日
間
　
午
後
6
時
〜
9
時

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
2
1
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

▼
受
付
期
間

　
3
月
18
日
（
金
）
〜
5
月
12
日
（
木
）

▼
場
所
　
と
も
に
県
立
産
業
技
術
短
期

大
学
校

※
講
座
内
容
、
日
程
等
、
都
合
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
☎
0
5
5
3
（
3
2
）
5
2
0
2

　
市
援
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
J
A

営
農
指
導
員
や
県
峡
東
地
域
普
及
セ
ン

タ
ー
職
員
な
ど
専
門
技
術
指
導
員
に
よ

り
、
果
樹
栽
培
技
術
習
得
の
た
め
の
講

習
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
受
講
者
に
は
、
果
樹
栽
培
技
術
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
１
冊
に
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
お
渡
し
し
ま

す
。

　
農
業
初
心
者
で
も
果
樹
栽
培
技
術
の

習
得
に
意
欲
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
対
象

市
内
在
住
で
、
果
樹
栽
培
技
術
の
習

得
に
意
欲
の
あ
る
方

▼
日
程

5
月
中
旬
か
ら
6
月
下
旬
に
か
け
て

8
日
間
を
予
定
（
詳
し
く
は
、
参
加

者
に
追
っ
て
通
知
し
ま
す
）

▼
内
容

桃
の
摘
果
・
袋
か
け
、
ぶ
ど
う
の
房

作
り
・
摘
粒

▼
参
加
費
　
無
料

※
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

市
援
農
支
援
セ
ン
タ
ー

�
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
1
3
0



　
平
成
19
年
2
月
25
日
、
86
歳
の
生
涯

を
終
え
た
俳
人
飯
田
龍
太
を
し
の
び
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
山
梨
県
出
身
で
現
代
短
歌

の
一
人
者
で
あ
る
三
枝
　
之
（
さ
い
ぐ

さ�

た
か
ゆ
き
）
氏
に
、
龍
太
俳
句
の
魅

力
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
講
演
会
に
あ
わ
せ
て
山
廬
（
さ

ん
ろ
・
飯
田
家
）
の
見
学
会
も
開
催
し

ま
す
。

�▼
日
時
　
3
月
19
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　

　
境
川
総
合
会
館
　
3
階
　
大
ホ
ー
ル

▼
講
師
　
三
枝
　
之
氏

　
（
歌
誌
「
り
と
む
」
発
行
人
）

▼
定
員
　
1
5
0
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
立
見
と
な
り
ま
す
）

▼
協
力
　
境
川
町
文
化
協
会
俳
句
部

山
廬
見
学
会

▼
日
時
　
3
月
19
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
1
時
、

午
後
3
時
30
分
〜
5
時

■
問
合
せ
先

・
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
9

・
境
川
図
書
室

　
☎
0
5
5
（
2
6
6
）
2
0
1
4

　
在
宅
の
重
度
心
身
障
が
い
者
（
児
）

や
要
介
護
老
人
の
方
が
、
通
常
の
交
通

機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、

タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
、
そ
の

料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象

次
の
①
、
②
、
③
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
等
の
減
免

を
受
け
て
い
な
い
方
で
、
本
市
の
住

民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登
録
原

票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
在
宅
の
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、
障

が
い
程
度
が
肢
体
不
自
由
ま
た
は
視

覚
障
害
1
級
か
2
級
に
該
当
す
る
方

お
よ
び
内
部
機
能
障
害
1
級
の
方

②
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
障
が

い
程
度
が
Ａ
に
該
当
す
る
方

③
要
介
護
老
人
（
非
課
税
世
帯
で
介
護

慰
労
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
に

介
護
さ
れ
て
い
る
方
）

▼
助
成
内
容

対
象
者
に
タ
ク
シ
ー
利
用
乗
車
券
（
1

枚
5
9
0
円
）
を
年
間
で
48
枚
交
付

し
ま
す
。
（
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
タ

ク
シ
ー
券
分
24
枚
・
社
会
参
加
タ
ク

シ
ー
券
分
24
枚
）

▼
有
効
期
間

平
成
23
年
4
月
1
日
（
金
）
〜

平
成
24
年
3
月
31
日
（
土
）

▼
申
請
時
の
持
ち
物

○
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
（
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

○
印
鑑
�

▼
申
請
受
付
・
交
付
場
所

福
祉
総
務
課
（
市
石
和
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）
ま
た
は
各
支
所

▼
申
請
受
付
開
始

　
3
月
23
日
（
水
）
か
ら

※
5
月
以
降
に
申
請
し
た
場
合
は
、
交

付
枚
数
が
減
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

ま
た
は
各
支
所

　
冬
の
寒
さ
で
か
た
く
な
っ
た
体
を
ほ

ぐ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
背
中
の
後
ろ
で
両
手
が
組
め
な
い
（
片

方
は
上
か
ら
、
片
方
は
下
か
ら
ま
わ

し
ま
す
）
。

○
振
り
返
っ
て
後
ろ
が
見
え
に
く
い
。

○
座
っ
て
体
を
前
に
倒
す
と
お
腹
周
り

に
邪
魔
な
も
の
が
あ
る
。

　
こ
ん
な
項
目
が
あ
て
は
ま
る
と
き
に
は
、

体
が
か
た
く
な
っ
て
い
ま
す
。
で
き
る

と
思
っ
て
い
て
も
、
気
づ
か
な
い
う
ち

に
体
は
か
た
く
な
っ
て
い
ま
す
。
運
動

の
方
法
も
分
か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
も
、
体
も
軽
く
な
る
よ
う
春

に
向
け
て
一
緒
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
　
60
歳
以
上
の
方

▼
日
時
　
3
月
2
日
（
水
）・
9
日
（
水
）
、

16
日
（
水
）・
23
日
（
水
）

　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

▼
場
所
　

　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
3
階

▼
講
師
　
中
村
美
千
恵
氏

▼
服
装
・
持
ち
物
　
運
動
の
で
き
る
服

装
、
タ
オ
ル
、
お
茶
な
ど
の
水
分

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

三枝　之氏

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
60
歳
以
上
の
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
の
知
識
と
経
験
を

生
か
し
て
、
健
康
づ
く
り
や
社
会
活
動

を
行
い
、
仲
間
達
と
楽
し
く
集
い
ま
せ

ん
か
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
て

い
ま
す
…

○
地
域
の
各
世
代
と
の
交
流

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
・
輪
投
げ
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
花

づ
く
り
な
ど
各
種
事
業

○
講
演
会
・
研
修
会
な
ど
教
養
を
主
と

し
た
活
動

○
社
会
奉
仕
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通

じ
て
の
生
き

が
い
づ
く
り

な
ど

▼
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

　
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
「
こ
と
ば
」

の
こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
こ
の

機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
0
歳
児
か
ら
高
校
生

▼
日
時
　
3
月
18
日
（
金
）
・
19
日
（
土
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
場
所
　

県
立
ろ
う
学
校
　
乳
幼
児
指
導
室

（
山
梨
市
大
野
1
0
0
9
）

▼
内
容
　
　
　
　

○
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

に
関
す
る
悩
み
の
相
談

○
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の

あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ
り
方
の

ア
ド
バ
イ
ス
（
育
児
相
談
）

○
生
活
や
学
習
に
つ
い
て

○
聴
力
測
定
・
補
聴
器
相
談

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
3
月
14
日
（
月
）
午
後
5

時
ま
で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

※
電
話
や
E
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
常
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
相

談
期
間
中
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
ろ
う
学
校
入
学
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
（
担
当
　
手
塚
）

☎
0
5
5
3
（
2
2
）
1
3
7
8

℻
0
5
5
3
（
2
2
）
6
4
1
9

E
メ
ー
ル

s
o

d
a

n
@

ro
g

a
k

o
.k

a
i.e

d
.jp

　
県
で
は
、
3
月
1
日
（
火
）
〜
31
日
（
木
）

を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
と
し
て
う
つ
病

の
気
づ
き
と
早
期
受
診
の
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
働
き
盛
り
世
代
の
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
最
近
こ
ん
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

○
疲
れ
て
い
る
の
に
、
眠
れ
な
い
日
が

2
週
間
以
上
続
い
て
い
る
。

○
食
欲
が
な
く
、
体
重
が
減
っ
て
い
る
。

○
体
が
だ
る
く
て
、
意
欲
が
わ
か
な
い
。

○
集
中
力
が
低
下
し
て
い
る
（
考
え
が

ま
と
ま
ら
な
い
）
。

　
も
し
か
し
た
ら
、
そ
れ
は
「
う
つ
」

か
も
。
睡
眠
は
『
心
の
疲
れ
の
バ
ロ
メ

ー
タ
ー
』
と
い
え
ま
す
。

　
「
う
つ
」
は
、
睡
眠
や
食
欲
な
ど
、

生
き
て
い
く
基
本
を
む
し
ば
む
の
で
、

気
力
や
頑
張
り
で
克
服
す
る
の
は
困
難

で
す
。
眠
れ
な
い
こ
と
が
続
く
と
き
は
、

か
か
り
つ
け
医
や
専
門
機
関
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
早
い
対
策
ほ
ど
早
い
回
復
に
つ
な
が

り
ま
す
。

心
の
相
談
窓
口

▼
受
付
時
間
・
問
合
せ
先

○
月
曜
〜
金
曜

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

○
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所

　
☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
5
2

○
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
5
4
）
8
6
4
4

う
つ
病
予
防
講
演
会

▼
日
時
　
3
月
26
日
（
土
）

　
午
後
1
時
〜
3
時

▼
場
所
　

　
ア
ピ
オ
本
館
3
階
　
王
朝
の
間

▼
講
師
　
野
村
総
一
郎
氏

　
（
防
衛
医
科
大
学
校
病
院
副
院
長
）

▼
講
演
　
「
う
つ
病
を
理
解
す
る
」

　
〜
予
防
と
早
期
発
見
〜
（
仮
題
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
郵
送
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

山
梨
県
看
護
協
会

〒
4
0
0
│

0
8
0
7

甲
府
市
東
光
寺
2
│

25
│

1

℻
0
5
5
（
2
2
2
）
5
9
8
8

■
問
合
せ
先
　
県
障
害
福
祉
課

☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
4
9
5

　
℻
0
5
5
（
2
2
3
）
1
4
6
4



非常にからい（１．６％）

からい（１．４％）

少しからい（１．２％）

ふつう（１．０％）

うすい（０．８％）

なおうすい（０．６％）

　　　　　計

みそ汁の塩分濃度の結果

１８（　２％）

６１（　６％）

１６０（１５％）

３６１（３３％）

３５１（３２％）

１３１（１２％）

１.０８２

塩分濃度 件　数

■している　■していない　■■無回答

　
「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」

を
合
言
葉
に
、
食
を
通
し
て
こ
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
の
健
康
づ
く
り
を
推
進

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
現
在

会
員
３
８
４
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

○
う
す
味
習
慣
の
推
進

　
今
年
度
は
生
活
習
慣
病
予
防
か
ら
「
う

す
味
習
慣
の
推
進
」
と
し
て
、
全
会
員

で
ご
近
所
の
み
そ
汁
の
塩
分
測
定
を
行

い
ま
し
た
。
結
果
は
下
記
の
表
の
と
お

り
で
す
。
「
だ
し
を
利
か
す
」
、
「
具
を
多

く
し
て
い
る
」
、
「
減
塩
み
そ
を
使
っ
て

い
る
」
な
ど
塩
分
を
控
え
る
工
夫
が
み

ら
れ
、
う
す
味
に
関
心
の
あ
る
家
庭
の

多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
後
も

う
す
味
習
慣
の
定
着
に
向
け
、
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
す
だ
ち
の
教
室

　
今
年
度
も
「
笛
吹
高
校
・
石
和
高
校
」
、

「
山
梨
園
芸
高
校
」
で
「
す
だ
ち
の
教
室
」

を
行
い
ま
し
た
。

　
会
員
が
勉
強
会
を
重
ね
、
朝
ご
は
ん

の
大
切
さ
や
、
食
事
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

と
る
方
法
な
ど
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。

＊
対
象
者
に
は
、
後
日

予
診
票
・
契
約
医
療

機
関
等
の
詳
し
い
お
知

ら
せ
を
し
ま
す
。
接
種
時
期
等
の
内

容
を
よ
く
確
認
し
、
契
約
医
療
機
関

に
て
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
他
市
町
村
よ
り
転
入
さ
れ
た
方
、
予

診
票
の
な
い
方
、
合
併
前
の
予
診
票

を
お
持
ち
の
方
は
、
健
康
づ
く
り
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

1％

62％

37％

朝ごはんの大切さを説明している様子楽しい調理実習の様子

予防接種名

Ｂ Ｃ Ｇ �� � � � � � � �

三種混合1期初回・追加（ジ
フテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合�1期

日 本 脳 炎 1 期

日 本 脳 炎 2 期

二 種 混 合 　 2 期
（ジフテリア・破傷風）

通知発送対象児

平成20年３月生まれ

平成22年12月生まれ

平成22年３月生まれ

平成12年３月生まれ

現在接種のおすすめを控
えています

　
こ
の
た
び
、
慢
性
腎
臓
病
（
C
K
D
）

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
す
る

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
疾
患
は
生

活
習
慣
の
改
善
や
適
切
な
治
療
を
行
う

こ
と
で
、
進
行
を
予
防
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
早
期
発
見

と
医
療
機
関
相
互
の
病
診
連
携
を
通
じ

た
早
期
診
断
が
最
も
重
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
食
事
療
法
や
尿
と
慢
性
腎
臓
病
と
の

関
係
な
ど
を
詳
し
く
お
話
し
し
ま
す
。

当
日
は
、
医
師
や
栄
養
士
に
よ
る
無
料

相
談
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
市
民

▼
日
時
　
3
月
20
日
（
日
）

　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
山
梨
県
立
文
学
館
　
講
堂

▼
参
加
費
　
無
料

■
問
合
せ
先

　
山
梨
慢
性
腎
臓
病
対
策
協
議
会

　
原
口
内
科
・
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
西
村
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
7
）
5
5
0
0

　
こ
の
集
い
は
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で

き
ま
す
。
ご
友
人
や
お
知
り
合
い
の
方

を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
3
月
6
日
（
日
）

　
開
場
　
午
後
1
時

▼
場
所
　
岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
8
階

「
ゴ
ー
ル
ド
ル
ー
ム
」

▼
内
容

○
記
念
講
演

（
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
45
分
）

「
耳
は
な
ぜ
あ
る
の
?
│
難
聴
が
も
た

ら
す
影
響
と
そ
の
対
処
…
補
聴
器
と

人
工
内
耳
と
Q
O
L
（
ク
オ
リ
テ
ィ
・

オ
ブ
・
ラ
イ
フ
の
略
、
一
般
に
生
活

の
質
の
こ
と
）
」

河
野
淳
氏
（
東
京
医
科
大
学
耳
鼻
咽

喉
科
　
教
授
）

人
工
内
耳
装
用
者
の
体
験
発
表

○
相
談
会

（
午
後
2
時
45
分
〜
3
時
15
分
）

　
講
演
終
了
後
に
耳
鼻
咽
喉
科
専
門

医
に
よ
る
、
講
演
内
容
や
耳
鼻
咽
喉

科
の
病
気
と
難
聴
・
補
聴
器
に
関
す

る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

▼
参
加
費
　
無
料

■
問
合
せ
先
　
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会

山
梨
県
地
方
部
会
事
務
局

�
☎
0
5
5
（
2
7
3
）
9
7
6
5

　ひとり親家庭の「生活維持」や「仕事と家事・育児の両立」などを支援するため、次のよ

うな制度があります。

▼ひとり親家庭相談

　母子自立支援員が、ひとり親家庭を対象に、就労、生活全般、養育についての相談支援

を行っています。

▼母子家庭自立支援給付金

○高等技能訓練促進費等給付金

　２年以上看護師などの資格を取るため、養成機関において修学したときの生活費等を給

付します。

○自立支援教育訓練給付金

　知識・技能を習得するために雇用保険制度における教育訓練給付指定講座等を受け

る場合に受講料の一部を補助します。

▼児童扶養手当　

　ひとり親家庭（ひとり親家庭の児童を扶養している父または母等）の生活の安定と

自立を助け、児童の福祉の増進を目的に支給される手当です。

▼ひとり親家庭医療費助成

　18歳未満の児童を養育するひとり親家庭に保険診療分の医療費を助成します。

▼ひとり親家庭小・中学校入進学祝金

　ひとり親家庭の経済的負担の軽減を通して児童の健全育成のための祝金が支給されます。

▼母子寡婦福祉資金　母子家庭の生活の安定を図るための貸付制度です。

※給付や助成を受ける際には、一定の要件、および審査があります。詳しくはお問い合わせください。

■問合せ先　児童課　児童家庭担当　☎�055（261）1904



　
「
自
宅
出
産
で
感
じ
た
命
の
尊
さ
」
に

つ
い
て
の
話
を
聴
い
た
後
、
皆
さ
ん
で

子
育
て
の
悩
み
や
楽
し
さ
を
フ
リ
ー
ト

ー
ク
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
の
親
子
、

出
産
、
育
児
に
興
味
が
あ
る
方

▼
日
時
　
3
月
22
日
（
火
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
講
師
　
木
村
里
恵
氏

　
（
2
人
の
子
ど
も
を
自
宅
で
出
産
）

▼
場
所
　

　
八
代
総
合
会
館
内
　
集
団
指
導
室

※
笛
吹
市
家
庭
教
育
支
援
総
合
推
進
事

業
の
補
助
金
事
業
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や

つ
し
ろ
」
が
出
張
開
設
を
し
ま
す
。
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
参
加

も
で
き
ま
す
。
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
の
親
子

▼
日
時
・
場
所

○
3
月
11
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
正
午

　
境
川
総
合
会
館

○
3
月
12
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
正
午

　
芦
川
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
も
ち

ゃ
な
ど
を
持
っ
て
来
て
、
会
場
は
「
ミ

ニ
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」
に
な
り
ま
す
。

手
遊
び
、
工
作
な
ど
お
楽
し
み
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
2
つ
の
サ
ー
ク
ル
を
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
楽
し
く
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

3
B
体
操

　
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
運
動
で

す
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
「
ベ
ル
」
「
ベ
ル

ダ
ー
」
の
用
具
を
運
動
の
助
け
と
し
て

使
用
し
ま
す
。

ジ
ャ
イ
ロ
キ
ネ
シ
ス

　
県
内
初
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。
背
骨
を

中
心
に
普
段
使
わ
な
い
筋
肉
を
使
い
な

が
ら
呼
吸
の
リ
ズ
ム
と
と
も
に
動
い
て

い
き
ま
す
。

▼
対
象
　
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

▼
日
時
　
3
月
24
日
（
木
）

　
受
付
　
午
前
10
時
15
分

　
開
催
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　

集
会
室

▼
定
員
　
30
組

▼
講
師
　
飯
島
貴
子
氏

（
3
B
体
操
協
会
　
公
認
指
導
士
）

横
小
路
絵
美
氏
（
ジ
ャ
イ
ロ
キ
ネ
シ

ス
認
定
ト
レ
ー
ナ
ー
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
運
動
で
き
る
服
、
飲

み
物
、
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
の
品

※
た
だ
し
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
き
っ
ず
い
ち
の
み
や
」

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
1
3
4
5

　
お
子
さ
ん
と
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
体
操

を
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。
保
護
者
の
皆

さ
ん
も
一
緒
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ

ん
か
。

▼
対
象
・
定
員
　
1
歳
6
カ
月
〜
3
歳
未

満
の
乳
幼
児
親
子
　
15
組

▼
日
時
　
3
月
11
日
（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
河
野
水
伽
氏

　
（
子
供
身
体
運
動
発
達
指
導
士
）

▼
持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給

用
の
飲
み
物

▼
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
定
員
に
な

り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
2
8
6
6

　
『
体
験
』
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
、
「
料

理
」
「
工
作
」
「
乗
車
」
「
子
ど
も
太
鼓
」

な
ど
楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
13
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
全
館

▼
内
容
　

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー

　
（
御
坂
天
雷
太
鼓
）

○
工
作
コ
ー
ナ
ー

　
（
科
学
工
作
・
お
も
ち
ゃ
作
り
）

○
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
笛
吹
警
察
署
（
パ
ト
カ
ー
）

・
笛
吹
消
防
署

　
（
消
防
車
・
煙
体
験
・
起
震
験
）

○
図
書
館
コ
ー
ナ
ー

（
お
ひ
め
さ
ま
お
話
し
会
〜
小
・
中
学

生
に
よ
る
琴
生
演
奏
〜
）

○
雛
の
会
コ
ー
ナ
ー

　
（
小
・
中
学
生
よ
る
お
茶
会
）

○
食
生
活
改
善
推
進
員
会
コ
ー
ナ
ー
（
ク

レ
ー
プ
・
豚
汁
）

○
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
石
和
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ

ー
ナ
ー
（
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
折
紙
の
部
屋
）

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
9

　
住
み
よ
い
笛
吹
市
を
つ
く
る
た
め
、

市
税
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重

な
財
源
で
す
。

　
市
税
に
未
納
が
あ
る
方
に
は
、
す
で

に
督
促
状
や
催
告
書
を
発
送
し
て
い
ま

す
の
で
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
は
、

至
急
納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
納
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、

納
期
内
に
納
め
た
人
と
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
、
延
滞
金
や
督
促
料
が
加
算
さ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
督
促
や
催
告
を
行

い
納
税
の
お
願
い
を
し
て
も
納
付
し
て

い
た
だ
け
な
い
方
に
は
、
法
律
に
基
づ

き
、
給
与
・
預
貯
金
・
生
命
保
険
・
不

動
産
な
ど
を
調
査
し
、
差
し
押
さ
え
に

よ
る
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

税
負
担
の
公
平
性
・
公
正
性
を
確
保
す

る
た
め
に
、
事
前
の
連
絡
等
を
し
な
い

で
執
行
す
る
も
の
で
す
。
病
気
や
失
業

な
ど
、
収
入
が
不
安
定
で
一
括
で
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
必
ず
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
収
税
課
　
収
納
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
い
た
方
で
、

確
認
の
仕
方
や
記
入
の
仕
方
が
分
か
ら

な
い
方
や
内
容
に
疑
問
の
あ
る
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
相

談
も
、
引
き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

　
3
月
16
日
（
水
）

市
役
所
本
庁
3
階
　
会
議
室

▼
時
間
　
午
前
9
時
〜
正
午

　
　
　
　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
持
ち
物

　
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金
手
帳
な
ど

※
そ
の
他
参
考
に
な
り
そ
う
な
物
が
あ

り
ま
し
た
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
こ
の
制
度
は
、
学
生
で
あ
る
た
め
収

入
が
少
な
く
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
で
き
な
い
場
合
、
申
請
を
す
る
こ

と
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
と
な

る
も
の
で
す
。

　
平
成
22
年
度
（
平
成
22
年
4
月
〜
23

年
3
月
分
）
の
申
請
締
め
切
り
は
平
成

23
年
4
月
30
日
（
土
）
ま
で
で
す
。

　
承
認
期
間
は
一
年
度
ご
と
で
、
申
請

手
続
き
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

　
平
成
22
年
3
月
ま
で
で
承
認
期
間
が

切
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
方
や
平
成
22
年

度
中
に
20
歳
に
な
っ
た
方
で
、
ま
だ
特

例
制
度
の
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は

急
い
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
23
年
度
の
学
生
納
付
特

例
申
請
は
、
平
成
23
年
4
月
1
日
（
金
）

か
ら
受
付
を
始
め
ま
す
。

▼
学
生
納
付
特
例
の
対
象
と
な
る
学
生

大
学
・
短
大
・
高
等
学
校
・
高
等
専

門
学
校
・
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学

校
な
ど
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学

生
等
で
、
学
生
本
人
の
21
年
中
所
得

が
1
1
8
万
円
以
下
の
方

※
対
象
と
な
る
学
校
等
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

　
平
成
22
年
度
の
承
認
期
間
は
平
成

22
年
4
月
か
ら
23
年
3
月
ま
で
、
ま
た
、

22
年
度
内
に
20
歳
に
な
っ
た
方
は
、

誕
生
日
の
前
日
の
属
す
る
月
か
ら
23

年
3
月
ま
で
で
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
わ

か
る
も
の

○
学
生
証
、
ま
た
は
在
学
証
明
書

　
（
い
ず
れ
も
コ
ピ
ー
可
）

※
在
学
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
発
行
日

が
22
年
度
内
の
も
の

○
印
鑑

※
学
生
本
人
が
手
続
き
に
来
る
場
合
は

不
要

○
平
成
22
年
1
月
1
日
以
降
に
転
入
し

た
方
は
、
平
成
21
年
中
所
得
を
証
明

す
る
書
類
（
平
成
21
年
度
所
得
課
税

証
明
、
所
得
証
明
な
ど
）

○
会
社
等
を
退
職
し
て
学
生
に
な
っ
た

方
は
次
の
い
ず
れ
か
の
書
類
が
必
要

で
す
。

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
確
認

通
知
書

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
な
ど

　
（
い
ず
れ
も
コ
ピ
ー
可
）

■
問
合
せ
先

・
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

・
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
1
4
4
1



　
市
で
は
、
4
月
か
ら
1
年
間
を
か
け
て
、

「
浄
化
槽
世
帯
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
下
水
道
供
用
開
始
区
域
内
で
、
浄
化

槽
を
使
用
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
、
利

用
人
数
、
浄
化
槽
（
合
併
・
単
独
）
を

調
査
し
て
い
ま
す
。

　
3
月
頃
か
ら
一
宮
町
へ
と
順
次
調
査

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
際
、
下
水
道
へ
の
早
期
接
続
の

お
願
い
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
員
に
つ
い
て

　
常
に
2
人
で
訪
問
し
ま
す
。

　
市
の
マ
ー
ク
の
帽
子
と
、
「
笛
吹
市
下

水
道
課
」
の
黄
色
い
腕
章
を
着
用
し
、

常
に
調
査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
下
水
道
課
　
管
理
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
7

甘
い
話
に
危
険
が
い
っ
ぱ
い

　
未
公
開
株
、
外
国
通
貨
（
イ
ラ
ク
デ

ィ
ナ
ー
ル
、
ス
ー
ダ
ン
ポ
ン
ド
な
ど
）
、

金
融
商
品
（
F
X
取
引
な
ど
）
を
「
絶

対
も
う
か
る
」
「
高
配
当
」
な
ど
と
あ
お

っ
て
契
約
さ
せ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て

い
ま
す
。
自
分
で
仕
組
み
の
分
か
ら
な

い
も
の
は
、
契
約
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

着
物
な
ど
の
訪
問
買
取

�
「
不
要
な
着
物
を
譲
っ
て
ほ
し
い
」
と

電
話
が
あ
り
、
そ
の
後
来
訪
す
る
訪
問

買
取
の
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
着
物
は
ざ
っ
と
見
た
だ
け
で
「
貴
金

属
を
見
せ
て
ほ
し
い
」
と
、
貴
金
属
が

本
当
の
目
的
か
と
疑
わ
れ
る
ケ
ー
ス
や
、

半
ば
強
引
に
買
い
取
ら
れ
た
と
い
う
ケ

ー
ス
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
業
者
が
訪
問
す
る
形
態
で
も
、
買
い

取
り
の
場
合
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
3
5
）
8
4
5
5

・
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
な
ど
複

数
の
金
融
業
者
か
ら
お
金
を
借
り
て
お

悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時
　
3
月
16
日
（
水
）

�
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所

�
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階
　
会
議
室

▼
相
談
時
間
　
一
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員

�
網
倉
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物

借
入
先
や
借
入
金
額
、
収
入
等
が
わ

か
る
資
料

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
結
婚
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
3
月
4
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
3
月
13
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
両
日
と
も
に
受
付
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
L
版
写

真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分
証
明

書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
他
市
町
主
催
の
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

情
報
を
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支

援
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支
援
サ
イ

ト
『
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト
』

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c
ity

.jp
/

fu
e

fu
k

i/

・
携
帯
サ
イ
ト

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c
ity

.jp
/

fu
e

fu
k

i/

m
o

b
ile

/
m

o
b

ile
.js

p

※
笛
吹
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相

談
所
登
録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢

者
の
情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
市
結

婚
相
談
員
を
装
う
電
話
が
あ
っ
て
も
、

情
報
を
提
供
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

市
民
活
動
支
援
担
当

�
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部
で
は
、

相
続
税
、
所
得
税
、
お
よ
び
法
人
税
等

の
休
日
の
税
金
無
料
相
談
（
要
予
約
）

を
開
催
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
日
時

○
4
月
10
日
（
日
）
・
5
月
15
日
（
日
）

　
6
月
12
日
（
日
）
・
7
月
10
日
（
日
）

　
8
月
21
日
（
日
）
・
9
月
11
日
（
日
）

　
10
月
16
日
（
日
）
・
12
月
11
日
（
日
）

　
平
成
24
年
1
月
15
日
（
日
）

　
2
月
19
日
（
日
）
・
3
月
18
日
（
日
）

○
午
前
9
時
〜
正
午

　
（
相
談
時
間
一
人
30
分
以
内
）

▼
場
所
　
山
梨
県
税
理
士
会
館
　

　
（
甲
府
市
中
央
2
│

11
│

23
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部

☎
0
5
5
（
2
3
3
）
1
3
1
8

（
月
曜
日
〜
金
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午

後
4
時
）

　
山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

法
律
相
談
（
家
族
、
相
続
、
金
銭
貸
借
）
、

労
働
相
談
、
交
通
事
故
相
談
、
消
費
生

活
相
談
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
3
月
17
日
（
木
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
東
山
梨
合
同
庁
舎
　
1
階

　
1
0
2
会
議
室
・
1
0
3
会
議
室

　
（
甲
州
市
塩
山
上
塩
後
1
2
3
9
│

1
）

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
　

・
県
民
生
活
相
談
に
つ
い
て

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
3
6
6

・
消
費
生
活
相
談
に
つ
い
て

　
☎
0
5
5
（
2
3
5
）
8
4
5
5

　
こ
れ
ま
で
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
平
成
18
年

6
月
に
概
略
計
画
を
公
表
す
る
な
ど
、

作
成
を
進
め
て
き
ま
し
た
新
山
梨
環
状

道
路
東
側
区
間
（
市
内
に
あ
っ
て
は
、

石
和
町
東
油
川
地
区
か
ら
広
瀬
地
区
間
）

の
「
都
市
計
画
素
案
」
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
23
日
（
水
）
午
後
7
時
か
ら

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

・
県
土
整
備
部
�

都
市
計
画
課

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
7
1
6

・
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

　
計
画
指
導
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
4

　
今
ま
で
、
自
宅
や
会
社
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
か

ら
、
登
記
事
項
証
明
書
等
を
請
求
す
る

際
に
は
、
事
前
に
専
用
ソ
フ
ト
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
す
る
な
ど
の
環
境
設
定
が
必

要
で
し
た
が
、
2
月
14
日
（
月
）
か
ら
は
、

環
境
設
定
を
す
る
こ
と
な
く
利
用
で
き
、

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
機
能
に
よ
り
操
作
方

法
が
分
か
り
や
す
く
な
っ
た
「
か
ん
た

ん
証
明
請
求
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
請
求
時
間

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
9
時

※
1
時
間
延
長
し
ま
し
た
。

▼
手
数
料

○
登
記
事
項
証
明
書
　
7
0
0
円

　
（
普
通
郵
便
料
を
含
む
）

○
地
図
・
印
鑑
証
明
書
　
5
0
0
円

　
（
普
通
郵
便
料
を
含
む
）

▼
支
払
方
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
ま

た
は
ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
A
T
M

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

h
ttp

:/
/

w
w

w
.to

u
k

i-
k

y
o

u
ta

k
u

-

n
e

t.m
o

j.g
o

.jp
/

■
問
合
せ
先

　
甲
府
地
方
法
務
局
�

登
記
部
門

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
7
1
8
6

お
詫
び
と
訂
正

　
2
月
号
16
ペ
ー
ジ
笛
吹
市
探
訪
に

掲
載
し
た
姥
塚
（
う
ば
づ
か
）
古
墳

の
場
所
の
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
「
御
坂
町
二
之
宮
」
は
正
し
く

は
「
御
坂
町
井
之
上
」
で
す
。

　
2
月
号
22
・
23
ペ
ー
ジ
掲
載
の
民

生
委
員
児
童
委
員
の
記
事
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
石
和
　
川
中
島
上
　

岡
村
君
子
さ
ん
、
境
川
　
石
橋
　
曽

根
修
一
さ
ん
に
地
区
副
会
長
の
○
印

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

川
口
一
彦
　
様
（
春
日
居
町
鎮
目
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
】



¥96,900,000

¥605,000

¥17,497,584

¥5,460,000

¥5,735,000

¥6,900,000

¥18,400,000

¥1,080,000

¥1,780,000

¥8,200,000

¥8,400,000

¥6,960,000

¥2,380,000

¥10,390,000

¥14,900,000

¥11,200,000

¥12,000,000

¥1,800,000

¥2,300,000

¥2,015,000

¥9,700,000

¥15,000,000

¥2,600,000

¥2,680,000

¥3,300,000

¥5,850,000

¥3,900,000

¥2,100,000

¥1,500,000

¥1,830,000

¥3,540,000

¥3,800,000

¥6,200,000

¥14,270,000

¥27,800,000

¥3,250,000

¥3,420,000

¥5,050,000

¥6,300,000

平成22年12月21日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成22年12月21日※

平成22年12月21日※

平成22年12月21日※

平成22年12月21日※

平成23年1月18日

〃

〃

〃

平成23年1月18日※

平成23年1月18日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成23年1月18日※

平成23年1月18日※

（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

一宮中学校仮設校舎整備（賃貸借）

シンクライアント保守更新ライセンス

八代総合会館外壁等改修工事

石和町地内測量設計業務委託

笛吹市一宮・春日居町内路線測量業務委託の2

境川地内舗装本復旧工事

緊急舗装修繕業務委託5

笛吹市一宮学校給食センター建設工事（外構）

区画道路2号線ほか植栽工事

市道石和231号線側溝改修工事

市道石和7号線道路改良工事

市道八代724号線改良工事

御坂東小学校トイレ改修工事

松本地内配水管布設工事（大蔵経寺）

下水道関連配水管布設替工事（石和7工区）

上黒駒地内配水管布設工事

下水道関連配水管布設替工事（御坂5工区）

下水道関連配水管布設替工事（八代3工区）

笛吹市下水道地質調査業務委託第1工区（御坂）

市道芦川32号線測量設計業務委託

配水管布設工事設計業務委託（石和）

一宮テニスコート夜間照明設備設置工事

舗装本復旧工事第3工区（御坂）

舗装本復旧工事第10工区（御坂）

舗装本復旧工事第11工区（八代）

市道御坂405号線舗装工事

石和町地内舗装工事

春日居町地内市道舗装復旧工事

一宮花見台公園「花見やぐら」改修工事

側溝整備工事

市道一宮3-200号線側溝改修工事

市道御坂10号線側溝改修工事

前川水路整備工事

市道御坂552号線改良工事

市道御坂3号線側溝改修工事

市道八代51号線側溝改修工事

石和町地内道路維持工事（76号線）

笛吹市一宮学校給食センター建設工事（外構）

境川浄水場関連小山堤改良工事

境川浄水場関連手古松配水管布設工事

渋川河川改修に伴う48号橋配水管橋梁添架工事

唐柏地内配水管布設工事（1工区）

一宮町末木

石和町

八代町南

石和町

一宮町・春日居町

境川町

市内全域

一宮町東原

石和町松本

石和町中川

石和町広瀬

八代町米倉

御坂町上黒駒

石和町松本

石和町山崎

御坂町上黒駒

御坂町蕎麦塚

八代町竹居

御坂町二之宮

芦川町中芦川

石和町四日市場・松本

一宮町東原

御坂町金川原

御坂町八千蔵

八代町岡

御坂町尾山

石和町河内・唐柏

春日居町小松・寺本

一宮町金沢

芦川町上芦川

一宮町金沢

御坂町下野原

八代町永井

御坂町大野寺

御坂町尾山

八代町増利

石和町八田・山崎

一宮町東原

境川町

境川町小黒坂

石和町小石和

石和町唐柏

¥140,000,000

¥850,000

¥19,000,000

¥7,000,000

¥8,000,000

¥7,200,000

¥19,000,000

¥33,000,000

¥1,300,000

¥2,000,000

¥9,600,000

¥10,000,000

¥9,000,000

¥2,500,000

¥11,000,000

¥16,300,000

¥12,000,000

¥13,000,000

¥2,800,000

¥3,000,000

¥3,600,000

¥10,000,000

¥16,000,000

¥2,700,000

¥2,800,000

¥3,500,000

¥6,300,000

¥4,200,000

¥3,000,000

¥1,400,000

¥1,900,000

¥1,800,000

¥2,200,000

¥4,000,000

¥5,000,000

¥7,800,000

¥17,000,000

¥33,000,000

¥3,500,000

¥3,600,000

¥5,400,000

¥6,700,000

山本塗装（株）

（株）カワイ

（株）宮下測量

（株）MUKAI

（株）NIPPO山梨統括事業所

不調

（株）石和植木

（有）荻野土建

（有）末木建設

（株）地場工務店

（有）東陽プロテック

（有）桃李

（有）石倉興業

（有）佐野工業所

（有）ツチヤ設備

（有）椚設備

岩間井戸工業（株）

（株）サンウッド

（株）滝沢電気

（株）日昇建設

（株）MUKAI

（株）NIPPO山梨統括事業所

（株）飯塚工業

（株）飯塚工業

（株）飯塚工業

（有）若杉工務所

不調

不調

（有）天野組

（有）荻野土建

（株）岡工務所

（株）飯塚工業

（株）総合建設斉藤組

（株）栗田工業

風間建設（株）

（有）タナカ設備

石原設備

（有）浅川住宅設備

（有）松山興業

日本システムウエア（株）
山梨ITセンター

（株）山水コンサルタント
笛吹支店

大和リース（株）
山梨営業所

※…総合評価落札方式

■問合せ先　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎�055（261）3339

　12月１日に甲府市の渡辺徳之さんを講師に、婦人部が主体となり「正月飾り作
り（招福玄関飾り）」の講座を開催しました。
　平日の午後にもかかわらず13人の方が参加し、熱心に取り組み２時間程で完成
させることが出来ました。
　材料も、講師が自分の田で育てたコシヒカリの穂や青藁（あおわら）、扇子（せ
んす）、おかめ、海老等を使い、みごとな作品となりました。
　参加した皆さんも大変喜びで、駅前区の12月の恒例行事にしたいとの声も聞か
れました。
　駅前区では、日ごろよりスコニティ
だけではなく数多くの学習会を実施し
ています。
　このように、自ら進んで学ぼうとす
る姿勢こそ生涯学習のあるべき姿と言

えるのではないでしょうか。
　私たち生涯学習コーディネーターも、今までより
さらに地域の皆さん方とつながり、生涯学習の場を
広げて行きたいと思っています。

※笛吹市が講師料の一部を助成する公民館活用事業。地区
の皆さんが企画・運営する学習の場

　
今
回
は
、
鎌
倉
時
代
の
史
跡
を
め

ぐ
り
ま
す
。
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
か

ら
岩
崎
氏
館
跡
、
勝
沼
氏
館
跡
、
大

善
寺
を
訪
れ
ま
す
。
帰
り
は
車
で
移

動
し
ま
す
。

▼
日
時

　
3
月
21
日
（
月
）

�
集
合
�

午
前
9
時

�
解
散
�

午
後
3
時
（
予
定
）

▼
定
員
　
15
名

※
事
前
に
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物

　
お
弁
当
、
水
筒
、
シ
ー
ト
、
タ
オ

ル
、
帽
子
な
ど
。
歩
き
や
す
い
服

装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
桃
の
花
と
と
も
に
、
釈
迦
堂
遺
跡

博
物
館
で
山
梨
の
歴
史
を
感
じ
ま
せ

ん
か
。
県
内
の
貴
重
な
資
料
40
点
を

展
示
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間

　
3
月
23
日
（
水
）
〜
5
月
30
日
（
月
）

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
「
利
用
券
」

の
提
示
で
、
本
人
と
ご
同
伴
の
家
族

が
入
館
無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

釈
迦
堂
を
楽
し
く
ご
利
用
い
た
だ
き

な
が
ら
応
援
し
て
く
だ
さ
る
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１
０
０
０
円
）

も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
釈
迦
堂
を

お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て
楽
し
く

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日

火
曜
・
祝
日
の
翌
日
（
土
・
日

除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３
（
４
７
）
３
３
３
３



実施月日 実施場所 実施時間

4月4日（月）

川中島公民館 午前9:30～10:30

石
　
　
和
　
　
町

八田公民館 午前10:50～11:40

小林公園 午後1:15～2:00

山岸公民館 午後2:20～3:00

実施月日 実施場所 実施時間

4月18日（月）�

4月21日（木）

4月19日（火）

新上宿公民館 午前9:00～9:20

御
　
　
坂
　
　
町

一
　
　
宮
　
　
町

芦
　
川
　
町

戸倉公民館 午前9:30～9:50�

十郎出荷所 午前10:00～10:20

林業センター 午前10:30～11:00�

梶原公知宅前 午前11:10～11:40

坂野公民館前出荷場 午後1:10～1:30

道駒公民館 午後1:40～2:00

東部公民館 午後2:10～2:40

八反田公民館 午後2:50～3:10

下黒駒公民館 午後3:20～3:50

南コミュニティセンター 午前9:00～9:20

室部公民館 午前9:30～9:50�

神有公民館 午前10:00～10:20�

大野寺公民館 午前10:30～10:50

二階公民館 午前11:00～11:20�

尾山公民館 午前11:30～12:00

下野原公民館 午後1:20～2:00

蕎麦塚公民館 午後2:10～2:30�

八千蔵コミュニティーセンター 午後2:40～3:00

成田コミュニティセンター 午後9:00～10:30

下成田公民館 午後10:50～11:30

下井之上集落センター 午後1:10～2:00

二之宮公民館 午後2:20～3:20

4月20日（水）�

金川原公民館 午前9:30～10:20

井之上公民館 午前10:40～11:30

夏目原公民館 午後1:00～1:50

栗合公民館 午後2:10～3:10

4月22日（金）�

田中公民館 午前9:30～10:30�

竹原田公民館 午前10:45～11:30

甲斐奈神社 午後1:00～3:00

4月25日（月）

市之蔵果実組合 午後9:30～10:30

塩田果実組合 午前10:45～11:30

JAふえふき一宮第六統合共選所 午後1:00～2:00

○果実組合 午後2:15～3:00

4月26日（火）
末木果実組合 午前9:30～11:30�

JAふえふき一宮第三統合共選所 午後1:00～3:00

4月27日（水）

上芦川諏訪神社前 午前9:30～10:00

新井原公民館前 午前10:15～10:30

ふるさと総合センター前 午前10:45～11:15

鶯宿公民館前 午前11:30～12:00

4月5日（火）

日の出出荷所 午前9:30～10:20

JAふえふき石和第二共選所
（四日市場公民館）

午前10:40～11:40

広瀬公民館 午後1:15～2:00�

唐柏集落センター 午後2:20～3:00

4月6日（水）

JAふえふき富士見東部共選所
（小石和） 午前9:30～10:30

JAふえふき富士見南部共選所
（井戸） 午前10:50～11:40

JAふえふき富士見第一共選所
（東高橋） 午後1:15～1:50

河内公民館 午後2:10～3:00

4月7日（木）

JAふえふき石和第三共選所
（中川） 午前9:30～10:30

窪中島公民館 午前10:50～11:40

4月11日（月）

4月12日（火）

奈良原集落センター 午前9:00～9:30

八
　
　
代
　
　
町

門林公民館 午前9:45～10:10

下の川公民館 午前10:20～10:45�

岡集落センター 午前11:00～11:45

JAふえふき八代東部共選所 午後1:15～2:00

午後2:15～4:00JAふえふき八代北部共選所

米倉集落センター 午前9:00～9:45

JAふえふき御所支所� 午前10:00～10:45�

JAふえふき八代西部共選所 午前11:00～11:45

新浜集落センター 午後1:15～1:45

八代支所駐車場 午後2:00～3:30

4月13日（水）

大黒坂集荷所 午前9:30～10:00

境
　
　
川
　
　
町

春
日
居
町

小黒坂集荷所 午前10:15～11:00

小山公民館 午前11:15～11:45��

前間田コミュニティセンター 午後1:30～2:00

石橋農産物加工センター 午後2:15～3:00�

午後3:15～3:45三椚公民館

午後4:00～4:30��大坪ふれあいプラザ

4月14日（木）

4月15日（金）

大窪公民館 午前9:30～10:00�

藤垈チビッコ広場（旧集荷所） 午前10:15～11:00�

原公民館 午前11:15～11:45

上寺尾公民館 午後1:30～2:00

中寺尾公民館 午後2:15～2:45�

午後3:00～3:30間門（新）公民館

桑戸公民館 午前9:10～10:20��

別田チビッコ広場 午前10:30～12:00�

国府公民館前 午後1:10～2:20

午後2:40～3:30�JAふえふき岡部支所岡部共選所

合　計

登録手数料

注射済票交付手数料

予防注射料金

3,400円

550円

2,850円

登録済犬

6,400円

3,000円

550円

2,850円

新規登録犬

実施場所で行った場合 　犬の登録は生涯１回です。登録済の犬は登録料が

かかりません。

　注射場所では混雑が予想されますので釣り銭のな

いようご協力ください。

※登録済の犬の飼育者にはハガキが郵送されますの

で、必ずハガキを持参し、最寄りの会場までお越

しください。

　狂犬病予防法により、生後３カ月以上の犬は、毎年１回の予防注射を受けることが義

務づけられています。また、飼い犬の登録も義務となっています。

　平成23年度狂犬病予防注射を別表の日程で実施します。この日程で都合のつかない方

は、最寄りの動物病院で実施してください。

　既に死亡した犬の届け出をしていない方は、ごみ減量課または各支所に届け出をお願いします。

　市では、すばらしい自然を次世代へ受け継ぎ、幅広い環境問題へ対応していくために、今後の環境への

取り組みの指針となる笛吹市環境基本計画策定に向けて検討を進めています。今回、計画案について皆さ

んのご意見を伺うため、パブリックコメントを実施します。

▼閲覧場所　ごみ減量課または各支所、市ホームページ

▼閲覧期間　３月18日（金）まで

▼意見募集期間　３月18日（金）まで

▼意見提出方法　閲覧場所に備えている記入用紙に、住所・氏名・電話番号・ご意見をご記入いただき、

　　　　　　　　郵送・ファックス・Eメール・窓口持参のいずれかで提出してください。

　　　　　　　　※必要事項が記入されていれば、様式は問いません。

▼その他　○パブリックコメント結果は、市ホームページ等で公表します。

　　　　　○ご意見に対しての個別回答は行いません。

　　　　　○提出された用紙は返却しません。

■提出・問合せ先　〒406-8510　笛吹市石和町市部777

　笛吹市役所　市民環境部　ごみ減量課　環境担当　☎�055（261）2044　FAX�055（262）8509

　Eメール　gomigenryo@city.fuefuki. lg. jp

　「甲府市なでしこ工房」で再生した自転車を抽選で有償頒布します。詳しくはお問い合わせください。

▼対　象　笛吹市・甲府市在住の18歳以上の方

▼日　時　３月５日（土）　　受付　午前９時～10時　　抽選会　午前10時から

▼場　所　甲府市リサイクルプラザ再生品頒布室（甲府市上町601-２）

▼頒布品　再生自転車（大人用45台・子ども用５台）

■�問合せ先　甲府市環境部　廃棄物対策室　減量課　�☎�055（241）4327　

■�問合せ先　ごみ減量課　�☎�0 5 5（ 2 6 1 ）2 0 4 4

料金表（1頭につき）

イ

以上の日程で都合のつかない方は、5月に予定している予備日をご利
用ください。



受賞者を囲んでの新春交歓会

　
1
月
9
日
、
笛
吹
市
成
人
式
が

市
内
7
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
石
和
会
場
で
は
、
荻
野
市
長
よ

り
「
若
さ
あ
ふ
れ
る
情
熱
と
行
動

力
に
大
い
に
期
待
し
ま
す
」
と
お

祝
い
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

�
今
年
の
成
人
者
は
７
０
６
名
（
男

３
６
４
名
、
女
３
４
２
名
）
で
、

式
典
後
に
近
況
報
告
を
行
っ
た
り
、

昔
の
写
真
や
映
像
を
見
た
り
し
て
、

昔
を
懐
か
し
み
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

タイムカプセルを囲む新成人・御坂会場

　
1
月
9
日
、
春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
広

場
に
お
い
て
、
同
野
球
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
を
中
心
と
す
る
選
手
が

市
内
で
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う

の
に
あ
わ
せ
て
平
成
10
年
度
か
ら
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
金
子
選
手
、
金
森
選
手
、

植
村
選
手
（
以
上
北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）
や
稲
田
選
手
（
横

浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
）
が
市
内
の
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
員
に
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
か

ら
送
球
ま
で
の
動
き
等
の
技
術
的
な

指
導
を
行
い
ま
し
た
。

植村選手の指導のもとでボールを投げる参加者

　
1
月
9
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の

里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ン
ド
で
、

市
消
防
団
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
1
8
0
４
名
の
団

員
の
う
ち
、
岡
三
郎
団
長
以
下
各

分
団
の
役
員
な
ど
約
7
0
0
名
が

参
加
。
団
長
訓
示
の
後
、
消
防
団

員
な
ど
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ

た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
消
防
団
員
操
法
大
会

に
出
場
し
た
春
日
居
分
団
が
小
型

ポ
ン
プ
操
法
に
よ
る
放
水
を
披
露

し
ま
し
た
。

　
2
月
3
日
、
力
士
と
と
も
に
一

年
の
無
病
息
災
を
願
い
、
豆
ま
き

を
す
る
催
し
が
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
参
加
し
た
の
は
ハ
ッ
ピ
ー

ス
ペ
ー
ス
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う
を
利
用

し
て
い
る
親
子
と
石
和
第
3
保
育

所
の
園
児
ら
約
1
0
0
名
。

　
豆
ま
き
の
後
に
は
現
役
の
力
士

か
ら
抱
き
上
げ
て
も
ら
え
る
機
会

が
あ
り
、
参
加
者
に
と
っ
て
貴
重

な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
1
月
16
日
、
学
び
の
杜
み
さ
か
に

お
い
て
、
笛
吹
市
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
主
催
に
よ
る
笛
吹
5
3
減
量
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
会
員
に
よ
る

段
ボ
ー
ル
箱
を
利
用
し
て
の
生
ご
み

堆
肥
作
り
体
験
報
告
、
先
進
的
活
動

事
例
の
発
表
、
お
よ
び
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

出
席
者
全
体
が
一
体
と
な
っ
て
、

ご
み
の
減
量
や
分
別
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
後
に
、

笛
吹
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の

風
間
京
子
会
長
か
ら
、
行
政
と
協

働
し
て
ご
み
減
量
を
率
先
し
推
進

し
て
い
く
事
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
1
月
4
日
、
市
内
ホ
テ
ル
に
お

い
て
平
成
22
年
中
に
叙
勲
・
褒
章
・

大
臣
表
彰
・
県
政
功
績
を
受
賞
さ

れ
た
皆
さ
ん
を
招
待
し
、
受
賞
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
（
受

賞
日
順
・
敬
称
略
）
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
叙
勲

○
瑞
宝
単
光
章

　
中
込
　
光
夫
（
石
和
町
下
平
井
）

　
望
月
　
　
勝
（
石
和
町
広
瀬
）

○
瑞
宝
小
綬
章

　
故
　
渡
邊
國
男
（
石
和
町
今
井
）

○
瑞
宝
双
光
章

　
種
田
　
一
朗
（
境
川
町
寺
尾
）

　
宮
澤
　
清
美
（
八
代
町
北
）

○
旭
日
単
光
章

　
岩
間
　
保
平
（
御
坂
町
金
川
原
）

○
瑞
宝
双
光
章

　
鈴
木
　
幸
治
（
石
和
町
唐
柏
）

　
田
中
　
正
文
（
八
代
町
竹
居
）

　
武
川
　
彩
子
（
八
代
町
奈
良
原
）

▼
褒
章

○
黄
綬

　
網
倉
　
義
久
（
石
和
町
市
部
）

▼
大
臣
表
彰

○
法
務
大
臣
表
彰

　
風
間
　
益
代
（
御
坂
町
金
川
原
）

○
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
田
草
川
光
男
（
一
宮
町
竹
原
田
）

　
桑
原
　
　
明
（
境
川
町
寺
尾
）

○
経
済
産
業
大
臣
表
彰

　
飯
塚
　
武
子
（
石
和
町
市
部
）

▼
県
政
功
績

○
地
方
自
治

　
井
上
　
忠
雄
（
石
和
町
川
中
島
）

　
志
村
　
勢
喜
（
石
和
町
東
油
川
）

○
社
会
福
祉

　
水
上
　
秀
克
（
一
宮
町
塩
田
）

○
産
業

　
深
山
　
英
機
（
一
宮
町
国
分
）

ご
　
み

　
2
月
5
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里

ふ
れ
あ
い
文
化
館
で
市
太
鼓
連
合
、

市
教
育
委
員
会
の
主
催
に
よ
る
同
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
梨
園
芸
・
笛
吹
高
等
学
校
す
い

れ
き
太
鼓
部
（
表
紙
写
真
）
な
ど
市

内
の
9
団
体
と
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て

風
カ
ヲ
ル
時
が
出
演
し
ま
し
た
。

　
立
ち
見
の
方
が
出
る
ほ
ど
の
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
た
会
場
で
、
観
客
は
迫

力
あ
る
太
鼓
の
響
き
に
盛
ん
な
拍
手

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

分列行進で入場する団員

左から春日山部屋の若春日さんと萬華城さん、

中村部屋の北櫻龍さんと白虎さん

わかかすが まんかじょう

ほくおうりゅう びゃっこ

市長に提言書を渡す風間会長（右）

甲斐いちのみや桃源太鼓の演奏



●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

3
月
5
日（
土
）・
12
日（
土
）・

19
日（
土
）・
26
日（
土
）

・
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

・
午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

　
毎
週
土
曜
日
　
2
回
開
催

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

3
月
3
日（
木
）・
17
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

3
月
10
日（
木
）・
24
日（
木
）

午
前
11
時
か
ら

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
3
月
5
日（
土
）午
後
2
時
〜
3
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

3
月
8
日（
火
）・
22
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
）

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム
（
大
人
の
た
め
の
癒

し
の
時
間
）
★

　
3
月
18
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
一
宮
図
書
館
開
館
10
周
年
記
念
企
画

『
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
』
の
作
者

真
珠
ま
り
こ
さ
ん
の
お
は
な
し
会

3
月
4
日（
金
）午
前
11
時
か
ら

定
員
1
5
0
名

※
本
の
販
売
・
サ
イ
ン
会
も
行
い
ま
す
。

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル

　
〜
お
は
な
し
会
〜

3
月
6
日（
日
）・
13
日（
日
）・

27
日（
日
）午
後
2
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

3
月
25
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
3
月
12
日（
土
）午
後
2
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

　
3
月
16
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
3
月
20
日（
日
）午
後
2
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
3
月
12
日（
土
）午
後
1
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

3
月
2
日（
水
）・
9
日（
水
）・

16
日（
水
）・
23
日（
水
）・
30
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

3
月
5
日
（
土
）午
後
2
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
幼
児
向
け
）

3
月
8
日
（
火
）・
29
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　（
小
学
生
向
け
）

　
3
月
12
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　
3
月
19
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

3
月
26
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時

出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
�

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先

　
石
和
図
書
館
（
担
当
�

雨
宮
）

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）
5
9
5
9

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

7
日（
月
）・
14
日（
月
）・
22
日（
火
）・

28
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

2
日（
水
）・
9
日（
水
）・
16
日（
水
）・

23
日（
水
）・
30
日（
水
）・
31
日（
木
）

◆
一
宮
図
書
館

7
日（
月
）・
14
日（
月
）・
21
日（
月
）・

28
日（
月
）・
31
日（
木
）

◆
八
代
図
書
館

7
日（
月
）・
14
日（
月
）・
21
日（
月
）・

28
日（
月
）・
31
日（
木
）

◆
境
川
図
書
室

3
日（
木
）【
蔵
書
点
検
の
た
め
】
・

6
日（
日
）・
13
日（
日
）・
20
日（
日
）・

21
日（
月
）・
27
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

7
日（
月
）・
14
日（
月
）・
22
日（
火
）・

28
日（
月
）・
31
日（
木
）

　講師に山梨郷土研究会の高野賢彦氏を迎え開催
します。
▼日　時　３月12日(土)　午後１時�～�３時30分
▼場　所　学びの杜みさか視聴覚室　　
▼定　員　100名
▼講師プロフィール

笛吹市御坂町下黒駒生まれ。東北大学法学部卒業。

日本興業銀行退職後は「新交通ゆりかもめ」の建設

に従事するなど、東京都外郭団体の経営に携わる。

現在は山梨郷土研究会に所属。

主要著作：「武田三代記」「甲州・武田一族滅亡史」

「皇女・三条華子：武田信玄夫人」「武田信玄その卒去地を探る」「安芸・若狭武田一族」ほか

��■申込・問合せ先　御坂図書館　☎�055�（263）�0363

　父親の育児支援を行うNPO法人を立ち上げ、現在のイクメンブームをつくりあげた立役者、

安藤哲也氏に父親の育児参加のノウハウをお聞きします。

　安藤氏のイクメン道をヒントにママ力でパパを変身させてみま

せんか？

▼日　時　3月17日(木)　午前10時30分�～�11時30分

▼場　所　スコレーセンター　2階　アートギャラリー

▼定　員　100名　※申し込み不要です。託児があります。

▼講師プロフィール
1962年、東京都生まれ。二男一女の父親。

出版社、書店、ＩＴ系企業など９回の転職を経て、2006年11月父親の

子育て支援・自立支援事業を展開するＮＰＯ法人ファザーリング・ジ

ャパンを設立、翌年絵本ナビ非常勤取締役に就任。

企業・一般向けの父親セミナーや、絵本の読み聞かせ＆ライブ活動「パ

パ’ｓ絵本プロジェクト」などで全国を飛び回る。

著書に『本屋はサイコー！』『パパの極意』など。

��■申込・問合せ先　石和図書館　☎�055�（262）�5959

ぢから



▼「笛吹市成人式」の取材で御坂会場を取
材しました。代表の方から成人としての

誓いのことばがあり、式は厳かな雰囲気の中、終了しました。
その後、出席者全員による近況報告やタイムカプセルに眠っ
ていた思い出の品との再会などが和やかに行われました。
他の会場でも様々な試みがあり、小・中学校時代の恩師との
交流や小学校卒業時に将来の自分に向けて撮影したビデオ
を鑑賞するなどの機会が設けられました。参加者の方にとっ
て、意義深い成人式となったのではないでしょうか。�　（K）

■問合せ先　市観光物産連盟　☎�055（261）2829　　石和温泉旅館協同組合　☎�055（262）3626
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